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1988 年度 値和度 〕 の動き 


オリンピックイヤー。史上初の6〜 
8位入賞を期待されてソウルに乗りこ 
んだ男子代表チームは，12年ぶりの東 
西集結，160ヶ国の参加する熱狂のな 
かで健闘したが，東欧各国の堅陣，ホ 
スト韓国の驚異的な充実にあって健闘 
むなしく散り，11位決定戦でアメリカ 
を降したにとどまった。 

とはいえ，日本セブンの展開した 
“積極デイフェンス” “攻守のクイッ 
ク.スイッチ”（ツゥ•プラトーンシ 
ステム）は，各国の注目を集めるに充 
分，90年代に向かって日本が，意欲的 
な活動をくり広げられる前兆，との評 
価を得た。 

代表チームは，春以来，かつてない 
トレーニングマッチを組み，特に5月 
のユーゴトロフイ ーでは， ソウルの 有 
力金メダル候補ユーゴと引き分ける大 
i | 又獲をあげ，本番への希望を.ふくらま 
せた。さらに，そのユーゴを迎えての 
壮行シリーズ （7 月，4戦）では，つ 
いに1勝をもぎとるほどの成果につな 
げていた。惜しまれるのは，8月に予 
定していた最終トライアル • US A 力 
ップの招待が中止，国内調整を積みあ 
げただけで，ソウルに向かわなければ 
ならなかったことだ。 

ソウル大会そのものは，スーウォン 
の会場へ連日満員に近いファンが詰め 
かけるなか，韓国男女が' I 央進撃。女子 


は，全世界の関係者があっ気にとられ 
るうちに堂々金メダルをもぎとり，男 
子もソ連と決勝で激突，銀メダルを飾 
る殊勲となった。 

アジアの盟友，隣国の韓国のこと大 
躍進は，日本にも大きな刺激を与えた 
ことはいうまでもない。 

国内イベントでは，宿願の小学生に 
よる全国大会が8月京都でスタートし 
たのが特筆される。指導者の養成，大 
会の運営など課題も多いが，このあと 
の発展に興味がかけられる。 

二巡目を迎えた国体は新たに成年男 
子に2部が設けられ，全種別に学生の 
参加が解禁'となったのも目立つ動きと 
いえた。 

国内タイトルでは，女子の大崎電気 
の活躍が際立ち，男子は本田技研鈴鹿 
が日本リーグを握って注目された。全 
日本総合は，大崎電気が男女カップル 
優勝を果たし，オーナーの渡辺和美氏, 
女子監督の佐藤章治氏が相次いで他界 
する大会直前の悲運をはねのけた。 

渡辺氏は，日本協会副会長のほか， 
1972年，日本人で初めて国際ハンドボ 
ール連盟理事に選ばれた人。今後の日 
本球界の海外事業に与える影響は大き 

い0 

全日本高校は男 • 小禄，女 • 浦和実 
業の惑星か+勝ち，平成と元号を改めた 
初の全国高校選抜は男*明星，女*夙 







川学院が春を飾った。中学大会は男. 
松橋，女 • 明野と九州勢が強味をみせ, 
全日本学生は男•早大，女.東女体大 
が優勝を遂げている。 

国際的には，8月シリアで17歳以下 
によ令第1回アジア. ユースが 開かれ， 
この大会を待ちかねた日本など9ヶ国 
が'参加，アジアのあすを荷う若者たち 
が力感あふれる試合を連続させた。 

ここでも韓国の強さが光り，日本は 
メンバー編成の遅れも響いて7位に終 
っている。 

ハンガリー女子の強豪スパルタカス 
• ブダペストを招いて国際大会が8月 
に行われたが，このイベントはいわゆ 
るプライベート.トーナメント。日本 
協会の手を離れて，このような事業が 
企画される時代になった点が意義深い。 
同様に12月，中国での五象杯に日新製 
鋼，1月に大崎電気男子が'西ドイツの 
ニー ダー ザクセン. カ ッブ 参加するな 
ど，単独チームの本格的国際交流が活 
発になったのも評価していい。 

協会運営面では，1月の審判会議で 
1987年から世界に先がけて施行に踏み 
切っていたいわゆる「バルセロナ4項 
目」の全面撤廃 （1989 年4月1日か 
ら）を決め，少なからず国内に衝撃を 
与えた。 「バルセロナ 4 項目」 は将来 
性を買われながらも，採用へと向かう 
空気が'薄く，日本協会も断念したもの 
だ。 

1957年11月に制定された 「アマ チュ 
ア規程」が',時代にそぐわぬ内容とい 
う観点から廃棄され，7月9日付*で新 
しい「競技者資格規程」が発効された 
のも，大きなできごとといえた。 

金銭の授受を厳しく規制した旧来の 


規程は，競技力の“尖銳化”によって, 
欧米ではすでに有名無実となり，国際 
ハンドボール連盟も，1980年に新規程 
を公けにしていた。 

日本協会は，こうした時の流れを感 
じとりながらも，古い思想にとらわれ 
新しい方向を打ち出せないままでいた 
ものである。 

新規程は，そうした遅れを一気に取 
り戻す急進的な内容で，本場ヨーロッ 
パの代表チームやクラブが採用してい 
る ユニホームへの 広告表示を認めるな 
ど，他競技団体からも注目されるもの 
となった。 

人事面では，代表チーム監督の入れ 
替りが目立ち，全理事が，任期を約2 
ヶ月残して1989年2月11日に退任届を 
提出したのも異例の事態といってよい〃。 

審判界は，またしても悲願のオリン 
ピック.レフヱリーを送り出すことが' 
できなかったが，若い人材に拡充がみ 
られ，4年後に期待を抱かせている。 

プレーヤーの個人記録では，男子代 
表チームの主将 • 井藤英忠（日体大一 
湧永製薬）の公式国際試合出場100回 
達成が'光る。史上2人目， GK として 
は初の大記録だ。 

今年度に来日 した 外国 チームはアイ 
スランド，ユーゴ，スウェーデンの各 
男子代表，単独 チームでは 初めて スイ 
スから AT V • バーゼル シ ョタット男 
女が'姿を見せ， 韓国との 交流も，相変 
ら ず，盛んに行われた。 

登録人口はチーム総数3319,人数 
62,357と僅かに前年を上回り， J 1 又支決 
算(一般会計)は65,747，161円でまと 
めあげられてい*る。 




I 名簿編 • 役員 


◊日本協会役員（昭和63年度=平成元 
年2月11日付で全員退任） 

■会長斎藤英四郎 
• 副会長荒川清美，渡辺和美 （63 年 
11 月 25日死去)，盛田正明 
•顧問鈴木達雄，平井富三郎，田村 
正衛，徳永陸繁，林達夫 
•参与常松喬，岩野次郎，浜田義明， 
外 山 准二，阿部二郎，植村肇 
•専務理事安藤純光 
•理事大野金一，滝口三郎，川上整 
司，伊藤和夫，北川勇喜，阿部徳之助， 
大塚文雄，西村亮治，清水正，光島磯 
雄，藤田八郎， 山 田稔，中沢重夫，佐 
野和夫，塩川安賢〜以上定員20名（含 
む会長，副会長）〜 

•参事中村崇，森恭一，竹野秀輝， 

中根武彦，稹敏夫，河本武夫，柳井文 
治，富永劭 

•監事松本重雄，都野雄二 
•常任顧問（国際担当）境井秀三 

◊日本協会審判審査委員(昭和63年度） 

•委員長藤田八郎 

•委員岡本克彰，狩野辛介，佐分正 

典，加藤雅之 


* 男子監督野田清 （63 年10月5日で 
退任)，津川昭 （63 年11月26日新任） 

• 女子監督樫塚正一（平成元年3月 
31日で退任)，緒方嗣雄（平成元年4 
月1日新任） 

•男子ジュニア監督本田洋 （63 年10 
月31日で退任)，早川清孝（平成元年 
1月14日新任） 

• 女子ジュニア監督 山崎武 
•男子ユース監督本田洋が'63年8月 
31日まで兼任，そのあと空席 

◊日本体育協会評議員 安藤純光 
◊日本オリンピック委員会委員 安藤 

純光 

◊1994 年広島アジア大会委員 安藤 

純光（平成元年3月29日まで)，荒川 
清美（平成元年3月29日新任） 

◊日本体協競技力向上専門委員会委員 

北川勇喜 （63 年12月10日まで），その 
あと空席 

◊日本体協国民体育大会競技運営専門 
委員会委員 安藤純光 
〔参考〕 

◊日本オリンピック委員会常任委員 

荒川清美 

◊日本体協学識経験評議員 荒 川 清美 

◊日本協会事務局 

•事務局長関口雄康 

•事務局斉藤博，清水雅子（日本リ 

ーダ)，菅野恵理 


◊ナショナルチーム 






◊全国評議員（昭和63年度） 

松本博（北海道)，太田尚光（青森), 
箱崎敬吉（岩手)，高橋善幸（宮城)， 

松田光雄（秋田），五島訓二（山形)， 

加藤岳郎（福島)，山内孝雄（.茨城)， 

高橋隆夫（栃木)，高橋潔（群馬)，遠 
藤健次（埼玉)，浮谷貞雄（千葉)，岡 
村昭二（東京)，佐分正典（神奈川）， 
古屋正（山梨)，山田馨（新潟)，柳沢 
民弥（長野)，金原至（富山)，村井輝 
邦（石川），華立要（福井)，吉田定静 
(静岡)，幸村稔（愛知)，鈴木義男 
(三重)，上妻忠夫（岐阜)，尾本和男 
(滋賀），小西博喜（京都)，神田清 
(大阪)，三浦和夫（兵庫)，森田正英 
(奈良)，山田進（和歌山)，松原紀機 
(鳥取)，船江昭光（鳥根)，永井恒三 
郎（岡山)，平田幸男（広島)，藤田信 
義（山口），松原忠(香川），佐藤公美 
(徳島)，高橋満年（愛媛)，酒井満 
(高知)，小袋是郎（福岡)，甲斐忠義 
(佐賀)，原田国男（長崎)，井薰（熊 
本)，福田稔（大分)，山田龍雄（宮 
崎)，堀之口貞男（鹿児島)，新垣健 
(沖縄)，横地宇吉（全日本実連)，山 
田計（全日本教職員連)，久保義雄 
(全日本学連)，古庄昌雄（全日本自 
衛隊連)，三浦公（全国高体連ハンド 
ボール部）〜以上定員52名〜 

〔参考〕平成元年3月21日に選任され 
た「平成元 • 2年度日本協会理事」は 
次のとおり 〜 ABC 順〜 

荒川清美（副会長，4選)，安藤純 


光，藤田八郎，市原則之，伊藤和夫， 
加藤雅之，川上整司，盛田正明（副会 
長，再選)，中沢重夫，大西武三，大 
塚文雄，斎藤英四郎（会長，7選)， 
清水正，佐野和夫，塩川安賢，立石孝 
雄（副会長，初)，滝口三郎，植村肇 
以上18名。このあと西村亮治，竹野奉 
昭が4月8日付で新任。 

◊日本リーグ主要運営委員（昭和63年 
度） 

•委員長西村亮治 
•副委員長寺垣俊彦，木野実 

◊全国連盟主要役員（昭和63年度） 

▽全日本実業団連盟 
•会長渡辺和美 (63 年11月25日死去） 
•理事長竹野奉昭 
▽全日本教職員連齒 
•会長山田計 
•理事長柳井文治 
▽全日本学生連盟 
* 会長米倉功 
•理事長中沢重夫 
▽全日本自衛隊連盟 
•会長富永劭 
•理事長代行早坂勢三 
▽全国高体連 ハン ド ボール 部 
•部長佐野和夫 

•副部長三浦公，金原至，平田幸男 

◊国際ハンドボニル連盟 （ 丨 H F) 主 
要役員 （1988 〜1992年度） 






•会長エルビン.ラン（オーストリ 
ァ，再選） 

.首席副会長ウラジミール•クリフ 
ゾフ（ソ連） 

• 次席副会長アルベルト.ド•サン 

ロマン(スペイン) 

• 大陸代表副会長 バルバカール•フ 
ォール （セネガル）， ピーター •ベー 
ニン グ（アメリカ），シェイク•ファ 
ヒド，アルアーマド.アルサバハ （ク 
ゥェート） 

* 専務理事ライモンド•アン（フラ 

ンス，初） 

.理事クルト.バドマルク（スウェ 
ーデン），エリック.エリアス（スウ 
ェーデン），イオン•クンスト•ゲル 
マネスク（ルーマニア），イストハン 
•マダラッツ（ハンガリー），ハンス 
•ゲオルグ.ヘルマン（東独)，クリ 
ストフ.ヤポ•アチイ（コート.ジボ 
アール），ホセ•マリア•テキセイラ 
(ブラジル）， モハメッド*アリ•ア 
ブール （バーレーン），オットー•シ 
ュバルツ（スイス）， ペーター•ブー 
ク（ユーゴ） 

•監事金宗河（韓国)，ヘンリック 

•バエンナーベリー（フインランド） 

•監事補佐渡辺和美（日本，1988年 
11月25日死去），スタイブ（スイス） 

◊アジアハンドボール連盟 （ AHF ) 
主要役員 （1988 〜1992年度） 

.会長シェイク.ファヒド.アルア 


ーマド • アルサバハ（クウェート，4 
選） 

•首席副会長モハメッド•アリ•ア 
ブール （バーレーン） 

•専務理事シャド.アブル.ハッサ 
ン（パキスタン） 

* 財務理事ファリード•アル.アジ 
ール（クウェート） 

■ 理事荒川清美（日本)，金宗河 
(韓国）， モニー ル•アル•ポルノ（パ 
レスチナ），モハマド•アル•ノエイ 
ミ（カタール）， アーム ド • アル•フ 
ェルダン（アラブ首長国連邦），シュ 
•アドカリ（ネパール） 

◊国際ハンドボ_ル連盟加盟国101 
ヶ国（ほかに仮加盟国 1) 

◊アジアハンドボール連盟加盟国 
25ヶ国 

◊第22回国際ハンドボール連盟通常総 
会 （9 月14,15日 • ソウル） 出席，荒 

川清美，安藤純光 

◊第7回アジア • ハンドボール連盟通 
常総会 （9 月12日 • ソウル） 出席，荒 

川清美 


II 名簿編•代表選手 


◊昭和63年度「男子」ナショナルチーム 
• G K 

□井藤英忠（湧永製薬） 







□矢内 浩（大崎電気） 

□橋本行弘（本田技研鈴鹿） 

秋吉哲男（大同特殊鋼） 

• F P 

□玉村健次（湧永製薬） 

□荷川取義治（湧永製薬） 

酒巻清治（湧永製薬） 

□奥田新治（湧永製薬） 

□立木浩二（本田技研鈴鹿） 

□田口 隆（本田技研鈴鹿） 

□山村敏之（本田技研鈴鹿） 

藤井孝一（本田技研鈴鹿） 

□山本興道（大崎電気） 

□首藤信一（大崎電気） 

□宮下和広（大崎電気） 

□西山 清（日新製鋼） 

□藤井 泉（日新製鋼） 

□高村誠一（大同特殊鋼） 

□印はソウル • オリンピック代表選 
手 

◊昭和63年度「女子」ナショナル チーム 

• G K 

小深田由紀子（ジャスコ） 

小口明子（日本ビクター） 

増見美果（大和銀行） 

村山みどり（東女体大） 

• F P 

丸田紀子（大和銀行） 

赤瀬珠栄（大和銀行） 

上村多恵子（大和銀行） 

異川亜由美（大和銀行） 

鈴木智津子（大和銀行） 


野嶋ちえみ（立石電機） 

橋本奈美子（立石電機） 

比嘉晴美（立石電機） 

海道元子（シャトレーゼ） 

松沢祐子（シャトレーゼ） 

磯山弘美（筑波大） 

林 智恵（筑波大） 

松尾輝子（大崎電気） 

梅原直美（大崎電気） 

尾苗裕美（日立栃木） 

根本幸枝（日本ビクター） 

佐藤泰子 （J U K I ) 

渡辺佳乃子（ジャスコ） 

道上圭子（ブラザーエ業） 

松田史佳（北国銀行） 

西村朋子（武庫川女大） 

市来未央（日体大） 

◊昭和63年度「男子ジュニア」ナショ 

ナルチーム〜第7回世界ジュニア選手 

権アジア大陸極東地区予選代表メンバ 

• G K 

比嘉 薰（日体太） 

高木俊明（本田技研鈴鹿） 

エ藤 竜（大崎電気） 

• F P 

相馬栄司（大崎電気） 

熊谷秋透（大崎電気） 

林 昌英（国士館大） 

源内利之（国士館大） 

鎌塚和彦（湧永製薬） 

川崎啓三（本田技研熊本） 






三輪澄高（同志社大） 

大村耕一（早大） 

中山 剛（福岡太） 

広瀬 隆（大阪経大） 

柏崎 孝（日体大） 

長瀬毅志（中部犬） 

加藤剛基（順天堂太） 

岩本直典（熊本市商高） 

◊昭和 63 年度「女子」 ジュニア ナ シヨ 

ナルチーム 

• G K 

千葉輝美（シャトレーゼ） 

岩井千代子（北国銀行） 

小松崎浩子（日体大） 

• F P 

飯塚景子（日立栃木） 

貴田直子（日立栃木） 

後藤真智紅（日体大） 

竹吉由江（日体犬） 

稲田知鶴（ジャスコ） 

山之内理代（日本ビクター） 

森 里美（北国銀行） 

生方みゆき（シャトレーゼ） 

甲斐三紀子（ブラザーエ業） 

斉藤八千代（立石電機） 

日比野雅子（東女体大） 

柳内千秋（筑波大） 

山本真理（大阪体犬） 

比嘉恵津子（大阪体大） 

西 朋子（武庫川女大） 

上田寿磨子 （ JUKI ) 

高浪栄江（佐賀関高） 


西村聖子（四天王寺高） 

西田由紀子（小松市女高） 

佐藤優子（浦和実業学園高） 

野村由加里（三井高） 

執印麻樹（佼成学園女高） 

◊昭和 63 年度「男子ユース」ナシヨナ 
ルチーム〜 1989 年 8 月•第 1 回アジア 
ユース選手権出場メンバー 

• G K 

大橋一弘（中部大） 

須田洋介（総社高） 

四方 篤（北陽高） 

• F P 

関根和彦（本田技研鈴鹿） 

後藤 総（大阪体大） 

松本 孝（小山高） 

豊島博世（筑波大坂戸） 

谷村貴郞（比花学院） 

花岡道治（鎮西学院） 

中垣内孝夫（日体大荏原） 

弟子丸隆一郎（拓大一高） 

森本彰宏（北陽高） 

藤井達也（土浦湖北高） 

石木 歩（修道高） 

(注）「男子ユース.ナショナル」の編 
成は史上初。「女子ユース」は未編成 


表 彰 


◊第 38 回日本スポーツ賞ハンドボール 






部門賞（読売新聞社制定） 

•井藤英忠（全日本代表，湧永製薬, 
GK , 29歳） 

◊国際ハンドボール違盟ハンス.バウ 
マン氏トロフィー 

オーストリア協会 

◊昭和63年度関西運動記者クラブハン 
ドボール分科会表彰 

•男子最優秀選手賞矢内浩（全日本 
代表，大崎電気， GK ) 

•女子最優秀選手賞金玉花（大崎電 
気， FP ) 

• 新人賞比嘉晴美（立石電機 ， F 

P ) 

•指導者賞高橋精一（大阪高校男子 
選抜監督，桃山学院高教諭） 

•特別賞山村敏之（全日本代表，本 
田技研鈴鹿， F P ) 

〇 「スポーツイベント.ハンドボー 
ル」誌年間 M V P • ベストセブン 

•男子最優秀選手宮下和広（大崎電 
気， FP ) 

• ベストセブン 

• G K 矢内 浩（大崎電気）③ 

• F P 山本興道（大崎電気）初 

宮下和広（大崎電気）② 
田口 隆(本田技研鈴鹿)③ 
山村敏之(本田技研鈴鹿)② 
荷川取義浩（湧永製薬）初 
西山 清（日新製鋼）② 


•女子最優秀選手金玉花（大崎電 
気， FP ) 

. ベストセブン 


小口 

明子（日本ビクター 

)(D 

金 

玉花（大崎電気） 

初 

尹 

秉順（大崎電気） 

② 

松尾 

輝子（大崎電気） 

初 

比嘉 

晴美（立石電機） 

② 

近藤 

育子（ジャスコ） 

初 

藤井 

直美（東女体大） 

初 


III 名簿編 V レフェリ^— 


◊1988 〜89年度国際公認#判員•カテ 
ゴリ ー A 

千野恒夫（山梨） 

後藤 登（東京） 

島田房二（東京） 

清水宜雄（千葉） 

岡本研二（茨城） 

北井晴次（埼玉） 

上久保重次（埼玉） 

森 敏郎（愛知） 

川島克之（愛知） 

島崎政治（大阪） 

井上真也（大版） 

中本成基（広島） 

三枝慶彦（山梨） 

福田英明（福岡） 

松尾勝也（福岡） 

◊同 • カテゴリ ー B 







浜田浩和（東京） 

小笠原久郎（東京） 

山本浩之（大版） 

浅井隆志（大阪） 

松原誠起（愛媛） 

武智誠治（愛媛） 

酒井伸夫（東京） 

伊藤則之（大阪） 

馬場保夫（兵庫） 

浜田浩嗣（兵庫） 

◊第40回（昭和63年12月）全日本総合 
選手権審判団 

•審判長大塚文雄，•副審判長斉 
藤実•審判福田英明，中本成基， 

島崎政治，井上真也，川島克之，森敏 
郎，上久保重次，北井晴次，清水宜雄, 
岡本研二，島田房二，後藤登，山本浩 
之，浅井隆志，小笠原久郎，浜田浩和 

◊歴代全日本総合選手権男 • 女決勝戦 
担当レフェリー 

① （昭 25.2) 男.若崎重富 

女 • 花畑平男 

② （昭25.1 1) 男 • 徳永陸繁 

女•山田計 

③ （昭 26) 男 • 平岡治雄 

女 • 徳永陸繁 

④ (昭 27) 男 • 宮崎慎六 

女子行われず 

⑤ （昭 28) 男- 

女. 

⑥ (昭 29) 男 • 


女. 

⑦ (昭 30) 男 • 

女. 

⑧ （昭 31) 男 • 岡村昭二 

女. 

⑨ (昭 32) 男- 

女. 

⑩ （昭 33) 男_ 

女 • 

⑪（昭 34) 男 • 

女. 

⑫（昭 35) 男•勝繁夫 

女. 

⑬(昭 36) 男 • 荒川清美 
女•越智武 
⑭（昭 37) 男- 

女 • 

⑮(昭 38) 男 • 岡村昭二 
"'女 • 松本重雄 
⑮（昭 39) 男 • 松本重雄 
女 ♦ 村田弘 
⑫（昭 40) 男 • 佐野和夫 
女子はリーグ制 
⑬(昭 41) 男 • 岡村昭二 
女 • 佐野和夫 
⑲(昭 42) 男-佐野和夫 
女 • 岡本克彰 
㉚ （昭 43) 男 • 中西敬一 
女 • 狩野幸介 

㉛ （昭 44) 男 • 岡井幸由/近藤正行 
女•佐々木兄弟 

㉒ （昭 45) 男 • 狩野幸介/近藤正行 
女•川口護/中井泰彦 
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㉓ （昭 46) 

㉔ （昭 47) 男女ともリーグ戦制を 
㉕ （昭 48) 採用。決勝担当を特定 


⑳（昭 49) できず。 

㉗ （昭 50) 

㉙ （昭 51) 男 • 岡前義春/佐野和夫 
女 • 狩野幸介/幸田末之 
㉙ （昭 52) 男 • 光島磯雄/狩野幸介 
女 • 佐分正典/大塚文雄 
㉚ （昭54.1)男 • 千野恒夫/斉藤実 
女 • 光島礎雄/狩野幸介 
㉛ （昭54.1 2) 男 • 狩野幸介/光島磯雄 
女 • 斉藤実/千野恒夫 
㉜ （昭 55) 男 • 狩野幸介/光島磯雄 
女 • 北井晴次/上久保重次 
㉝ （昭 56) 男 • 千野恒夫/斉藤実 
女 • 北井晴次/上久保重次 
㉞ （昭 57) 男•千野恒夫/斉藤実 
女 • 北井晴次/上久保重次 
㉟ （昭 58) 男•千野恒夫/斉藤実 
女 • 北井晴次/上久保重次 
㉟ （昭 59) 男 • 北井晴次/上久保重次 
女 • 千野恒夫/三枝慶彦 
㉜ （昭 60) 男 • 北井晴次/上久保重次 
女•島田房二/後藤登 
㉝ （昭 61) 男 • 北井晴次/上久保重次 
女•後藤登/島田房二 
㉚ （昭 62) 男 • 北井晴次/上久保重次 
女 • 岡本研二/清水宜雄 
⑩（昭 63) 男 • 北井晴次/上久保重次 
女 • 島田房二/後藤登 
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資料 

◊日本協会チーム登録数 

1984(昭 59) 

3976 (57609 人） 

85 

3211 (59795) 

86 

3236 (59620) 

87 

3286 (60374) 

88(昭 63) 

3319 (62357) 

◊日本協会一般会計 

1984(昭 59) 

収 • 61,684,606円 

支. 74,274,631 

85 

収 • 57,313,055 

支- 63,356,809 

86 

収. 71，529,994 

支. 73,574,952 

87 

収 • 77,525,782 

支. 75，130,387 

88 

収 • 65,747，161 
支* 66,368,680 


財団法人日本ハンドボール協会 
競技者資格規程 

(目的） 

第1条この規程は，財団法人日本ハ 
ンド ボール 協会が制定した「ス ボー 
ッ憲章」の趣旨を受け，国際ハンド 
ボー ル連盟の競技者資格規則に準拠 


して，競技者がアマチュアスポーツ 
マンとして守らなければならない事 
項及びこれに関連した事項について 
規定することを目的とする。 

(競技者の定義） 

第2条この規程において「競技者」 
とは，財団法人日本ハンドボール協 
会（以下「協会」という。）及びそ 
の加盟団体に登録する選手及び役員 
をいう。 

(遵守義務） 

第3条協会及びその加盟団体の役員 
及び競技者は，常に品位と名誉を重 
んじ，礼儀と規律を守り， スポーツ 
マンの模範となるよう行動しなけれ 
ばならない。 

(競技者としての資格の喪失） 

第4条次の各号のいずれかに該当す 
る者は，競技者としての資格を失う 
ものとする。 

(1) 報酬その他の物質上の利益を受 
けるために ハン ド ボール 競技に参 
加し，若しくは ハンドボール その 
他の競技のコーチを行なった者又 
は ハンドボール 競技への参加若し 
くは ハンドボール その他の競技の 
コーチに関し報酬その他の物質上 
の利益を受ける契約を締結した者。 
但し，教職にある者がその職務と 
して ハンドボール その他の競技を 
指導する場合又はクラブその他の 
団体の被用者がその職務及び地位 
に相応しい報酬を受ける場合を除 
<〇 

(2) 協会が禁止した競技会又は催事 
に参加した者 

(3) 協会の事前の承認を得ることな 
く，競技者自身の氏名，肖像，競 
技の実績等を広告に使用すること 
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を許した者 

(4) 協会の事前の承認を得ることな 
く，放送，座談会，演芸又は映画 
その他の行事に出演又は参加した 
者。但し，協会がハンドボール競 
技の普及，発展を目的とするもの 
と認めたものについてはこの限り 
ではない。 

(5) 競技に際して，ドーピング又は 
暴力行為等フニアプレーの精神に 
明らかに違反した者 

(6) この規定に違反するなど競技者 
として相応しくないと協会が認め 
た者 

(競技者が享受できる利益） 

第5条競技者は，試合及びその準備 
に関し，次の範囲内で金銭の支払そ 
の他の利益を受けることができる。 

(1) 協会が'支弁又は支給する次に掲 
げるもの 

A 練習及び試合の期間の食費及 
び宿泊費 

B 被服及び用器具 
C 交通費 

D 協会の定める小遣 
E 医療，物理療法及び健康維持 
に要する費用 

(2) 協会の定めるところにしたが っ 
て行なう正常の収入の補償 

⑶賞。但し，賞状，メダル，トロ 
フイ ー， カップ，盾等を原則とし， 
副賞を授与するときは，競技会の 
品位を傷つけるものであってはな 
らない。 

(4) 競技者の能力を更に向上させる 
ための奨学金 

(5) 審判又は コーチの 経費として協 
会の定めるもの 


(報酬等の処理） 

第6条協会の事前の承認を得て行な 
われた第4条⑶及び⑷に関し，その 
結果与えられた金銭その他の報酬は, 
個人の収益をせず，協会により受領 
され，その処理については協会で決 

-定するものとする。 

(被服又は用器具上の広告） 

第7条協会は，競技会において競技 
者が直接使用する被服又は用器具に 
協会が許可しない商標又は広告を記 
載したものを使用させてはならない。 

2 前項の被服又は用器具への表示 
は，その用器具自体の高さの10分 
の1より大きくてはならない。ま 
た，その高さは， 10 cm を超えては 
ならない。 

3 第1項の規定により金銭の授受 
があった場合は，協会の収入とし， 
競技者の収益としてはならない。 

(資格の審査） 

第8条競技者の資格の認定は，協会 
の懲罰委員会の結果に基づいて理事 
会が決定するものとする。 

2競技者の資格を認めない決定を 
したときは，本人及び本人の所属 
する団体に通告するものとする。 

第9条競技者の資格を失った者が次 
の各号に掲げる条件を備えるに至っ 
た場合は，協会の懲罰委員会の審査 
を経て理事会がその資格の復帰を決 
定するものとする。 

(1) 資格を喪失してから満2年を経 
過していること。 

(2) 反省の情が明らかで，再び資格 
を喪失するような行為をしないと 
いう誓約をすること。 

第10条前2条の決定に不服のある者 
は，協会に対し異議の申し立てをす 
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ることができる。 

附 貝 1 】 

1. この規定は，昭和63年7月9日か 
ら実施する。 

2. 財団法人日本ハンドボール協会ア 
マチュア規程は廃止する。 

広告許可に関する細則 

この細則は財団法人日本ハンドボー 
ル協会競技者資格規程（昭和63年7月 
9日実施）第7条に基づき広告を許可 
する場合の細則を定めるものである。 

1. 被服•用器具への表示の高さは， 
被服又は用器具の高さの10分の1 
以内と 10 cm 以内の双方の条件を満 
たさなければならない。 

2. 競技会の会場およびその周辺で 
被服を着用する場合にも許可が必 
要である。 

3. シャツに表示する場合は，ショ 
ー トパンツを同時に着用する場合 
に限り，シャツとパンツの総丈の 
10分の1以内とする。 

4. 競技会において競技者が直接使 
用する被服又は用器具に商標又は 
広告を記載したものを使用し，ま 
た，使用させようとする場合は， 
次に定める協賛金を財団法人日本 
ハンドボール協会（以下「協会」 
という。）に納入して，その許可 
を得なければならない。 

(1) ナショナルチームとしての 活 
動中に その 選手 • 役員に着用さ 
せる場合 

別に協会の常務理事会の定める 
金額 

(2) 協会主催の競技会において参 


加選手 • 役員に着用させる場合 
((3)に定める場合を除く。） 

別に協会の常務理事会の定める 
金額 

(3) 協会主催の競技会において自 
己の チームの 選手 • 役員に着用 
させる場合 

別に協会の常務理事会の定め 
る金額。ただし，日本ハンドボ 
ールリー グ所属 チームで 1翁会の 
定める加盟金（賛助金）を協会 
に納入している場合は，その金 
額を控除する。 

(4) その他の場合 

許可の申請があった都度別に 
協会の常務理事会の定める金額 
附 貝 U 

この細則は，昭和63年10月8日から 
実施する。 
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昭和 63 年度 

国内主要大会成績 


第40回 

全日率総合選手権 

昭和63年12月22日〜25日 
(東京 • 駒沢屋内競技場/駒沢体育館) 


〈男子〉 


大同特殊鋼37 


13—8 

,24—7 


115浦添ク 


本田技研/ 24—6 \ 

鈴鹿 49 U — J 13 自衛隊吳 

► 2 回戰 

/ 10—8 \ 

湧永製薬24 ) 11三陽商会 

Vl 4— 3 ノ 

日新製鋼34^ 二 123筑波大 


► 1回戰 


/18— 9 \ 

湧永製薬31 ( ) 23福岡大 

、13—4 ノ 

/ 14—14 \ 

三陽商会27 21埼玉教員ク 

Vl 3— 7 ノ 

筑波大24( )17 トヨタ車体 

V 12— 9 / 


日新製鋼40 


17—12 \ 
23— 15 / 


27永見ク 


大崎電気35 


(14—10、 

し 1—11 J 


21早稲田大 


本田技研/ 
32 

鈴 鹿 K 

►準決勝 


16—10 \ 
16— 11 ノ 


21大同特殊鋼 


湧永製薬26 
大崎電気21 


10—11、 

_ r 16日新製鋼 
16— 5 ノ 

12 — 9 本田技研 
9 —10 ノ鈴 鹿 


大崎電気28 
早稲田大34 


13 — 8 卜長野教員 

17—16、本田技研 
27 

17-11 ノ育肖 本 


►決勝 


大崎電気21 


12—9 
9 — 9 


)18 湧永製薬 


〔優勝メンバー • 大崎電気〕監督/斉 

藤幸司選手/ェ藤竜，渡辺裕昭，矢 


15 






内浩，松岡寛，大和田和利，武田英雄， 
首藤信 一， 中田親広，山本興道，越迫 
敏博，菅田信也，大野達哉，山内聡， 
相馬栄司，宮下和広。 


く女子〉 

► 1回戰 

筑波大29^ 


/15— 8 \ 
14—10 / 


18 J U K I 


シャト /17 — 9 \ 

、 35 し 」 14 京都教員 


福 


レー セ b / 

/ 17—8 \ 入 
大和銀行30 i 19全 

V 13— 11 ノ 

ジ ヤスコ26( )20 東女体大 

16— 8 ノ 

こ石，〇島ク 

( 10—9 \ 

日立栃木20 19日体大 

V 10— 10 ノ 

► 2 回戰 

/ 21—12 \ 

大崎電気39丨 28筑波大 

V 18— 16 ノ 


シャ 
レ ー 


ゼ 


25 


18—16 
( 12 — 1 ' 
9—14 
2 — 2 
V 2 — 0 ノ 


23大和銀行 


17 ( 8 — 10 V ジ 

V 9 — 6 ノ 


立石電機 
山 鹿 
►準決勝 

/ 16—10 、シャ 
大崎電気30 u _ 22 1 

\ 14- ^12 ノレー 


ヤスコ 


ゼ 


〒石電50日立栃木 

山 鹿 V 6 — 8 ノ 


►決勝 


大崎電気21 


K 石電= 
11—10 ノ山 鹿 


〔優勝メンバー • 大崎電気〕監督/李 
相玉選手/佐々木和子，宗片美智子， 
森田初美，松尾輝子，須永光恵，前川 
美弥，梅原直美，江口喜栄子，野田恭 
子，鈴木美佐，金玉花，福井幸代，尹 
秉順，香川美和，小松沢里恵。 


第13回 

日本 U —グ(前期） 

昭和63年10月23日〜11月27日 
(日本各地） 


〈男子〉 


►1 部 

大同特殊鋼26 ( し ) 25三陽商会 

\ 14—14 ノ 

/ 9一7 \ 本田技研 
湧永製薬べ 8 — 9 )、鹿 

/ 16— 14ヽ 

日新製鋼29 28大崎電気 

\ 13—14 / 

( 1/1 —12ヽ 

21大同特殊鋼 

13-9 / 


大崎 
本田技研 


鈴 


鹿 24 〇日新製鋼 


湧永製薬31丨 T j 20 三陽商会 

\ 17—12 / 




16 









湧永製薬 20 ( ^18大同特殊鋼 

/ 9 — 6 \ 本田枝研 
大崎電気22 16,仅兀 

V 13—10 ノ鈴 鹿 
/ 17— 14 \ 

日新製鋼33 31三陽商会 

\ 16— 17 ノ 

( 12—10 \ 

) 

Vl 3— 9 ノ 


’ 12—9 


湧永製薬25 


/14 

大崎電気33 1 


19日新製鋼 


)17 三陽商会 


19—10 


.25^ „つ )22 大同特殊鋼 


鈴 鹿 

本田技研 
鈴 鹿 


\ 10—13 メ 


21三陽商会 


日新製鋼21 f 118 ) 16大同特殊鋼 
\ 1〇 — 8 ノ 

/ U 一 q \ 

湧永製薬28 19大崎電気 

V 14— 10 ノ 

〔順位〕①湧永製薬 （ 5勝）②大崎電 
気 （3 勝2敗）③日新製鋼 （3 勝2 
敗）④本田技研鈴鹿 （ 3勝2敗）⑤大 
同特殊鋼 （1 勝4敗）⑥三陽商会 （5 
敗） 

► 2 部 

トヨタ,12—111 豊 田 

車 体 U 2 —8 ノ 1 自動織機 


3 


-8 


白動車 26 ( L — 16 严中村荷役 

— / 15 一 8 \ 

二 景3〇ド23日鉄建材 

\ 15—15 ノ 

本田技研/17 — 9 \ 

熊本 29 U - J 20 大阪ガス 


中村荷役28 
トヨタ /21— 7 


28 


本田技研 


16—19 ノ 熊 本 
.43( |21大阪ガス 

豊 田 


22—14 

19—10 


自動車 
三 景34 

3 夕/ 15—9 


26 


30 


車 体 
卜 3 夕 
自動車 
本田技研 
熊 本 

三 景31 

卜 3 夕 


15—16 ノ自動織機 
19日鉄建材 


33 


29 


26' 


27 


301 


車 体 
卜 3 夕 
自動車 
本田技研 
熊 本 
卜 3 夕 
車体 25 

中村荷役27 | 

大阪ガス24| 

三 景21| 
本田技研 


熊 本 
卜3 夕 
自動車 


19 


321 


〈 15—10 , 
( 20—13 、 
V 13 — 7 ノ 
( 14—6 、 

05-8 ノ 

< 15—14 、 

、16—12ノ 
，11—12、 
、 15—12 ノ 
， 10—11 、 
、17 — 9 ノ 
f 16二10、 
、 14—12 ノ 
1 15—9 、 

、 10—10 ノ 

f 15—10 、 
、12 —11 ノ 

'13— 9、 
、 11一12ノ 
'10— 9、 

, 11—12 y 
' 8—12、 
,11—7 ) 
14—7 \ 
,18—8 ) 


j 20 日鉄建材 

I 豊 田 

14_ 

/自動織機 
>26大阪ガス 

>24中村荷役 

三 景 

)220 鉄建材 

| l 9 大阪ガス 

|21豊 田 

1 自動織機 

)210 鉄建材 

121中村荷役 
3 夕 


|19 

115 


車 体 

豊 田 

自動織機 





トヨタ4 14 一 10 ^トヨタ 

V: ~ 


,11一11 ノ 車 体 
~本田技研 
本 

豊 田」 18 — 13 k 大阪ガス 


自動車 

三 景28^_ \ ] 


16—14 ノ 23 熊 


g 動織機\ 6- 


10 ノ 


/ 16—10 \ 

中村荷役31 18日鉄建材 

\ 15—8 ノ 

トヨタ/ 13—13 \ 本田技研 
26 21, 

Vl 3— 8 ノ 


自動車 \13-8 


景 34 U - 13 ノ 20 

>ヽ 

日鉄建材28に=二 ）22 


熊 本 

/18— 7 \ 卜 3 夕 
20 

16—13 ノ車 体 
16—12 \ 豊 田 
12—10自動織機 

/if _ 1? \ 

中村荷役29( )21 大阪ガス 

U 3— 9 ノ 

〔順位〕①トヨタ自動車 （7 勝）②三 
景 （5 勝1分1敗）③トヨタ車体 （4 
勝1分2敗）④中村荷役 （3 勝2分2 
敗）⑤本田技研熊本 （3 勝2分2敗） 
⑥日鉄建材 （1 勝6敗)⑦豊田自動織 
機 （1 勝6敗） 

く女子〉 


► 1部 

/ 12 — 6 
大崎電気29 ( 

\ 17—1 


8 

立石電機 2 ぐ 一6 


14 


シヤト 


山 


鹿 


14— 13 ノ 


レー ゼ 
19大和銀行 


日 本— 
ビクタ 


本 / 8 — 6 \ 

161 )11 日立栃木 

一 V 8 — 5 ノ 

( 24—13 \ 立石電機 
大崎電気44 27, ^ 

\ 20—14 ノ山 鹿 


日 


本 


25i 


ビクター 
日立栃木201 
日 本 


31 


ビクター 
大崎電気37| 
立石電機 

2 H 

山 鹿 

大崎電気38 

立石.電機 
山 
シ 
レ 


， 12— 9、 
,13-9 ) 
11—9 、 
、9一 11ノ 
r 15— 8、 
、 16—16 ) 
]6—12、 
、 21—16 ノ 

( 9 — 7 、 
、12—11 , 
( 20—14' 
〈18——12 , 


18大和銀行 
シ 


(20 


24 


レ 

シ 

I 

レ 


ヤ 


ヤ 


ゼ 


ゼ 


128大和銀行 


18日立栃木 


26日立栃木 


ヤ 


鹿 

卜 

4 

ゼム 


231 


8—10、日 本 
1 15—5 / ビクター 


221 


11 - 

, 11 - 


115大和銀行 


大崎電気291 
シャド 


レーゼ 


20 


r 13—11 、 
,16-10, 
f 10—9 1 

ao— 9 


121 


日 


本, 


118 


ビクター 

立石電機 


山 


鹿 


大和銀行22 


r 14—10 \ 

18日立栃木 

\ 8-8 / 

〔順位〕①大崎電気 （ 5勝）②立石電 
機山鹿 （3 勝2敗）③日本ビクター 
( 3勝2敗）④シャトレーゼ (2*1 
分1敗）⑤大和銀行 （ 1勝4敗）⑥日 
立栃木 （ 1分4敗） 

► 2 部 

/13— 8 \ ブラザー 
北国銀行 27 U — J 21 エ 業 

( 6 — 4 \ ソニー 
ジ ャスコ 24 16 

\ 18—12 ノ国 分 


18 




J U K I 27( 10_11 )17 ムネヵタ 
V 17— 6 ノ 

/ \ 2 — 5 \ 

北国銀行 3 〇に_… j 15 ムネカタ 


\ 18—10 ノ 


ジ ヤス コ23^ n — 7 ) l 5 J U K 

Vl 2—8 ノ 


ブ ラザー 
ェ 業 

ブ ラザー 
ェ 業 


28( )15 

\ l 4— 8 ノ 


ソ 

国 


分 


251 )23 J U K I 

\ 13— 12 ノ 


ジヤスコ 31一 8 )13 ムネカタ 
V 17—5 ノ 


北国銀行29 


/ 16—10 \ 
U3-9 / 


ソ 


JUKI 20 (- 10 — 9 i ) 


/ 14- 

ジヤスコ 27( 


\ 10 — 11 , 
8、 
13—12 v 


ブラザー /17 — 7 
ェ 業 32 (16—7 

ジャスコ25( 15 — 8 


V 10— 13 ノ 
/ 11—15 \ 


北国銀行30 

\ 19—12 

ソニー /13— 5 
_ 28 
国 分\ 15—7 

〔順位〕①ジャスコ （5 勝）②北国銀 

行 （ 4勝1敗）③ブラザーエ業 （ 3勝 

2敗 ）④ J UK I ( 1勝1分3敗）⑤ 

ソニー国分 （ 1勝1分3敗）⑥ムネカ 

夕 (5 敗) 


第13回 

日本! J ーク(後期） 

平成元年1月21日〜3月12日 
(日本各地） 


く男子〉 

►1 部 

日新製鋼28| 


19 

国 

分 

大崎電気23 

ソニ 

120 

一 

本田技研 

31 

国 

分 

鈴 鹿 

20北国銀行 

三陽商会3〇 

14 ムネカ 

夕 

湧永製薬32 

パザ、 

一 

本田技研 

ェ 

業 

鈴鹿 28 

27 J U K 

I 

湧永製薬301 

本田技研 

12 ムネカ 

夕 

鈴鹿 3 … 


大崎電気35 | 
湧永製薬22| 


本田技研 


鈴 


鹿 t 


30 


f 13—14 、 
、15~ —12 ノ 
， 11—12、 
, 12—8 ) 
'18—11、 
, 13-11 ^ 
，16— 5 ) 
.14—10 ) 
15— 12\ 
17—11 ) 
11 一4 \ 
17—10 / 

13— 5 \ 
17—11 ノ 

Is：') 

20—13 \ 
15—15 / 

14— 10 \ 
8 — 10 / 
17—10 \ 
13—9 / 


126三陽商会 
120湧永製薬 
122大崎電気 
115大同特殊鋼 
23 0新製鋼 
14大同特殊鋼 
16大同特殊鋼 
17三陽商会 
28日新製鋼 
20三陽商会 
19日新製鋼 







( 16_7 \ 

)15 大同特殊鋼 
15—8 / 


大崎電気39 ^ 2() 8 


|22三陽商会 


/ 15~ 

日新製鋼 28(^. 

本田技研/ 

20 


118大同特殊鋼 
jl 6 湧永製薬 


、 19—14 y 
-3 、 

> 13— 15, 

9 — 7 ' 

鈴 鹿 *^ A 11— 9, 

〔リーグ総合順位〕 ①本田技研鈴鹿 
(8 勝2敗）②湧永製薬 （8 勝2敗） 
③大崎電気 （7 勝3敗）④日新製鋼 
( 5勝5敗）⑤三陽商会 （ 1勝9敗） 
⑥大同特殊鋼 （1 勝9敗） 

〔優勝メンバー • 本田技研鈴鹿〕 監督 
/佐々木信男選手/太畑孝広，橋本 
行弘，真砂純一，福島忠一，藤井孝 一， 
立木浩二，尾上良生，内藤裕治，粟屋 
敏則，小池暢男，田口隆，船谷真和， 
山本秀明，山村敏之，平子司。 

► 2 部 




景28( 


、 16—11 


) 


16大阪ガス 


豊 

自動織機 


田 30 本 田 技研 

V 17— 14 ノ 




, 17— 14 ノ 熊 

/15 _ 10 丫 


本 


トヨタ車体21 


景31( ——)18 日鉄建材 
\16—8 / 

5— 豊 田 
16—12 /自動織機 


トョタベ 19 — 1 %日鉄建材 


ヨタ 
1 車 体 


自動車 V 19-19 , 
中村荷役20^ 12 ^ 8 


14 


トヨタ/ 

26 

車 体 ' 

豊 田/ 

25 

自動織機 ' 

三 景30( 

本田技研。。/ 
33 

熊 本 ' 

本田技研^ / 
28 

熊 本 ' 

中村荷役27 j 

卜 3 夕^ 
30 

自動車' 

大阪ガス281 

豊 田 

自動織機 

三 牙ノ 8 

本田技研 


熊 


本 

夕 


自 

動 

^26 

車 

卜 

3 

夕 

自 

動 

車 25 

本田技研 

熊 


本 

卜 

3 

夕 

車 


体 37 

二 


景32 


’ 10— 8、卜 3 夕 
, 16—15 /自動車 


28' 


r 11—9 、 
、 14— 11 ノ 
’ 15—16 、 
,15-9 ノ 
r 16—14 、 
、 17—11 > 
r 16—12 、 
、1213 j 
，10— 10、 
,17-8 t 


20 大阪ガス 

25 中村荷役 

25日鉄建材 

125三 景 

1180鉄建材 
田 


15 — 14 )30 豊 
,15一16 /自動織機 


4— 5 \ 
4—9 / 


15—7 \ 

‘ 13— 10 ノ 

13— 13 \ 

‘16— 12 ノ 

14- 
,14- 
'13—12 
,15—9 

f 10—10 
、 26—15 
f 9—10 
、 16—11 
f 13—12 
、 17—16 
♦ 18—10 
く 19—13 
( 10—14 
V22—8 


17 


3 夕 


車 体 

25日鉄建材 

h 3 夕 
14 車 体 

21大阪ガス 

25中村荷役 

21大阪ガス 

28中村荷役 

23日鉄建材 
豊 田 


22 


自動織機 




20 





ョタ加/18—14、本田技研 
.39 26 

自動車 V 21— 12 ノ熊 本 

/ 21— 9 \ 

大阪ガス30 23中村荷役 

V 9一 14 ノ 

卜 3 夕 / 18—10 \ 

^ ^37 _ _ 230鉄建材 

車 体 \ 19一 13 ノ 

豊 田 

自動織機 


卜3 


’(： 

*32 ( 1〇_14 ) 22 
V22— 8 ノ 


夕3イ 18 — 14 ) 26 本田技研 

一 V 21—12 ノ 


自動車\ 21—12 ノ熊 


本 


イ 2 卜 9 、 


大阪ガス30 23中村荷役 

\ 9 —14 / 

_ / 15—10 \ 

大阪ガス31 27日鉄建材 

\ 16— 17 ノ 


トョ タ イ 11 —， 本田技研 

V 15— 11 ノ ， 


車 


体 


/ 14—12 \ 

中村荷役 28 u - U ) 23 


熊 本 

豊 田 

自動織機 

一 /17— 17\ ト ヨタ 
二 景37 ( )35 

\ 20—18 ノ自動車 

〔順位〕①トヨタ自動車 （11 勝1分2 
敗）②三景 （11 勝1分2敗）③トヨタ 
車体 （ 8勝1分5敗）④本田技研熊本 

(7 勝2分5敗）⑤中村荷役運輸 （6 
勝2分6敗）⑥豊田自動織機（4勝1 
分9敗）⑦大阪ガス （4 勝10敗）⑧日 
鉄建材 （ 1勝13敗） 

く女子〉 

► 1部 

_ p \ 

20日立栃木 

12— 12 ノ 


日 本广9—10、 
ビクター \ 10—9 , 


19 


電気31 


立石電機 


山 

シ 

レ 


鹿 


22 


ゼ 


19 


，14一10、 
、17—11 ノ 
'11—5 、 
,11—9 ノ 
， 7—10、 
‘12——9 メ 


21 


シヤ 

) 

レー 


立石電機 


ゼ 


山 


鹿 


14日立栃木 
19大和銀行 


本 


大崎電気31( 2 卜 1〇 )21日 

V 11— 11 ノ ビクタ 


日 本， 12—12 \ 

ビクター 2 Kn — 6 ) 18 日立栃木 

大崎電気33( 19 — 11 )21 ンャト 
\ l 4— 10 ノ レーゼ 

立石電機 /10— 8 \ ^ ^ ^ ^ 

, . 20 _ 17大和銀行 

山 鹿 V 10— 9 ノ 

日 本/ 14—11 \ 

,、、んゎ 24 m 〇19大和銀行 
ヒクター \10— 8 ノ 

/ \ a —13 \ 

大崎電気34^ _… )27 日立栃木 


、 20—14 , 


立石電機 


山 


鹿 


14 


6 - 


14 


ン ヤ 
I 

レー 


ゼ 


大崎電気371 


日 


本ハ 


ビクター 


231 


シ 

レ 


ャト 
ーゼム 


22 


18—15 、 
' 19—21 メ 
8 — 10 ' 
‘15—9 メ 
’ 8 — 8 、 
.14-9 ノ 


36大和銀行 


19' 


立石電機 


山 


鹿 


1170立栃木 


〔リーグ総合順位〕①大崎電気 （10 
勝） ② 日本 ビクター （6 勝1分3敗） 
③ 立石電機山鹿 （5 勝1分4敗） ④シ 
ャトレーゼ （3 勝4分3敗）⑤大和銀 
行 （2 勝1分7敗）⑥日立栃木 （1 分 






9 敗） 

〔優勝メ ン バー • 大崎 電気〕監督/佐 
藤章治 （1 988年9月16日死亡)，李相 
玉（後期から），選手/佐々木和子， 
宗片美智子，森田初美，松尾輝子，須 
永光恵，前川美弥，梅原直美，江口喜 
栄子，野田恭子，鈴木美佐，金玉花， 
福井幸代，尹秉順，香川美和，小松沢 
理恵 
► 2 部 


U K I 22 f 13 — 12 )20 厶ネカタ 
V 9-8 / 


ジャスコ 19 


12—11 


7 \ ソ 
18 


国 


分 


( 10—10 \ ブラザー 

北国銀行 20 し〇-7) 17 ェ 業 

ブラザー/ 10— 2 \ ソニ 

23 ( )10 


ェ 

J 


業 


,23—8 


): 


国 分 
行 


U K 124( 112 )21北国銀 
U 3— 9 ノ 

( 

北国 銀行 35 い } 15 


ジャスコ 34(し ° )13 ムネカタ 
‘10— 4 ノ 


分 


716 一 n 


ジ ヤスコ 27 f 〜 ^ 22 J U K I 

\ 11-12 / 

ブラザー/ 20—5 \ 、 

33 13 ム不カタ 

V * 


ェ 

ソニ 

国 


業 U 3 — 8 


分 


30 


( 14 — 8 )17 ムネヵタ 

V 16— 9 ノ 


/12 - 8 V 


ジャスコ 29 U — 1〇 18 北国銀行 


ブラザー 
ェ 業 



北国銀行39 


ブラザ 
ェ 



J U K I 28 


8 — 9 \ 

12— 10 ノ 

19— 5 \ 

20 — 8 / 
7 — 8 \ 

9 — 5 ) 
10—12 \ 
18—13 / 


19J U K I 


13 ムネカタ 


13 ジヤスコ 


25 


ソ 

国 


分 


〔順位〕 ①ジャス コ （ 9勝1敗）②北 
国銀行 （7 勝3敗）③ ブラザー エ業 


(7 勝3敗 ）④ J UK I (4 勝1分5 
敗）⑤ソニー国分 （2 勝1分7敗）⑥ 


ムネカタ 


♦第13回日本リーグ個人記録 

◊最高殊勲選手=新設 
•男子橋本行弘（本田） 初 

•女子金 玉花（大崎） 初 

◊得点王念復活 

•男子西山 清（日新）70点 
•女子金 玉花（大崎）114点 
◊最多フィールド得点 
•男子宮下和広（大崎）② 
西山清（日新） 1 ③ 

•女子金 玉花（大崎）99点初 

◊最高シュート率 

• 男子松岡 寛（大崎) 0.662 初 
•女子尹 秉順（大崎) 0.689 初 

◊最優秀監督=新設 
•男子佐々木信男（本田） 

_女子李 相玉（大崎） 

◊最多ペナルティ獲得=新設 
• 男子松岡 寛（大崎）20回 
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* 女子根本 

幸枝（日ビ）19回 


④宮下 

和広（大崎） 

55 

◊最多ペナルティ得点 



④山本 

興道(大崎) 

55 

•男子山本 

興道(大崎) 32点 

初 

⑥首藤 

信 一 （大崎） 

54 

•女子長 田 

友子（日ビ） 

32点 

④ 

⑦河原 

隆雅（湧永） 

50 

◊最優秀新人=新設 



⑧浜田 

雄次（三陽） 

49 

•男子明石 

康宏（大同） 



⑨松岡 

寛（大崎） 

43 

•女子比嘉 

晴美（立石） 



⑩清家 

伸 二 （三陽) 

42 

◊男子ベストセブン 



◊同シコ 

一卜率ベストファイブ 


* G K 橋本 

行弘（本田） 


初 

①松岡 

寛（大崎） 

0.662 

• F P 宮下 

和広（大崎） 


② 

②砂川 

正雄（三陽） 

0.594 

首藤 

信一（大崎） 


③ 

③ 河原 

隆雅（湧永） 

0.551 

山本 

興道（大崎） 


初 

④西山 

清（日新） 

0.551 

玉村 

健次（湧永） 


② 

⑤武田 

大伸（日新） 

0.534 

奥田 

新治（湧永） 


初 

◊女子1 

部個人得点ベストテン 


西山 

清（日新） 


⑦ 

①金 

玉花（大崎） 

114 

◊女子ベストセブン 



②尹 

秉順(大崎) 

78 

- G K 小口 

明子（日ビ） 


② 

③武藤夕起子 （ H ビ） 

57 

* F P 金 

玉花（大崎） 


② 

③丸田 

紀子（大和） 

57 

尹 

秉順（大崎） 


② 

⑤野嶋ちえみ（立石） 

50 

松尾 

輝子（大崎） 


初 

⑥ 海道 

元子（シャ） 

46 

武藤夕起子（日ビ） 


③ 

⑦尾苗 

裕美（日立） 

43 

丸田 

紀子（大和） 


③ 

⑧山岸 

和子（日立） 

39 

海道 

元子（シャ） 


初 

⑨松尾 

輝子（大崎） 

34 

◊2 部得点王 




⑩比嘉 

晴美（立石） 

32 

•男子上山 

和広（日鉄）100点 


⑩長田 

友子（日ビ） 

32 

•女子野田 

真代（ブラ〉 

55点 


◊同シコ 

-一卜率ベストファイブ 


◊同最高シュ- 

-卜率 



①尹 

秉順(大崎) 

0.698 

•男子山口 

康照(本田)0.777 


②松尾 

輝子(大崎) 

0.654 

•女子野田 

真代(ブラ）0.700 


③金 

玉花(大崎) 

0.541 

◊男子〗部個人得点ベストテン 


④武藤夕起子（日ビ） 

0.438 

①西山 清（日新） 


70 

⑤丸田 

紀子（大和） 

0.401 

②玉村健次（湧永） 


62 




②山村敏之（本田） 


62 








◊第 13 回日本リーグ観客動員数 

全国32力所31，151名 
(注)1989年1月に予定されていた「第 
6回オールスターゲーム」は中止 

►日本リーグ入れ替え戰 


♦男子•セレクションマッチ（新加盟 
希望チーム対抗戦） 

日本電装 /15— 11\竹芝精巧 

(愛知） 』 ll 8—1 Z 尸。（京都） 


♦男子2部決定戰 


竹芝精巧30 
竹芝精巧31 


16—12 \ 

14— 15 / 

15— 12 \ 

16— 12 ) 


大阪ガス 
27 

(大阪） 
24大阪ガス 


竹芝精巧が2部入り 


日本電装32 
日本電装26 


17—11 \ 
15—13 / 
12—13 \ 
14— 10 ノ 


日鉄建材 
24 

(大阪） 
23日鉄建材 


日本電装が2部入り 

♦男子1〜2部入れ替え戦 

大 同 /14— 9 \ トヨタ 

26 23 

特殊鋼 \12—14 ノ自動車 

大 同 3 “ 17 — Mn トヨタ 

特殊鋼 \15— 4 ノ自動車 
大同特殊鋼は1部残留 

) 21三景 


三陽商会30 
三陽商会は1部残留 


/15— 8 
V 15— 9 


17： 


景 


三陽商会26 


♦女子1〜2部入れ替え戰 

ジヤスコ21( 丨18日立栃木 

V 14— 10 ノ 

/ 12 — Q \ 

ジヤスコ21 17日立栃木 

\ 9一 8 ノ 

ジャスコは1部昇格 


/ 22—5 \ 

大和銀行42 23北国銀行 

\ 20— 18 ノ 

/ 20—10 \ 

大和銀行32 22北国銀行 

\ 12—12 / 

大和銀行は1部残留 


第2固 JHL カップ 

男子/昭和63年9月2日〜4日 
女子/昭和63年6月10日〜12日 


►男子東地区 

►予選リーグ A ブロック 


大崎電気34 ( 

大崎電気22 ( 

大崎電気25| 
卜 3 夕 


車 体' 

卜 3 夕 
車 体 


32 ( 

20 ( 


19—8 \ 
15— 12 ノ 
11—8 \ 

11— 7 / 
13—11 \ 

12 — 8 / 
11—7 \ 

21— 12 ノ 

11—7 \ 
9—10/ 


20三 


足 


15 車 体 
19日本電装 


19 二 牙: 

17日本電装 


-■し—日*電装 

〔順位〕 ①大崎電気②トヨタ車体③三 
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景④日本電装 

►予選リーグ B ブロック 


三陽商会26 


12—6 

14—11 



大 同 
特殊鋼 


三陽商会31 


(17—9 
U 4— 9 


j 18中村荷役 


三陽商会36 


18 — 1〇 ) 2〇 豊田 
18-10/ 自動織機 


大同，一6 
特殊鋼 \14—8 


j 14中村荷役 


大 同 
特殊鋼 



中村荷役21 


13—5 

17—5 

10—11 

11—9 


、豊 田 

10 

) 自動織機 

、豊 田 

20 

/自動織機 


〔順位〕①三陽商会②大同特殊鋼③中 
村荷役④豊田自動織機 

►順位決定リーグ 




景211 


15 —卞豊田 

6-12； 自動織機 




景31 


16— 12\ 
15—11 / 


23中村荷役 


-% (1卜8 

自動織機、10 — 7 


^150本電装 


( 1 〇 _ p \ 

二 A 1 中村 荷役 


※三景 X 日本電装，中村荷役 X 豊田自 
動織機は予選リーグの結果を適用。 

►決勝リーグ 


— /13—11\ トヨタ 

二 IW 商会24 ( ) 15 

\11 一4 ノ車 体 

/ 14——13 \ 

大崎電気26 22三陽商会 

V 12— 9 ノ 


大 「司 23 f 
特殊鋼、 


9— 10\ 
14— 11 ノ 


21大崎電気 


大 同,14 — 8 \ トヨタ 

特殊鋼 35 Ul —7ノ 15 車 体 

※三陽 X 大同，大崎 X トヨタは予選リ 
ーグ結果を適用。 


〔順位〕①三陽商会②大崎電気③大同 
特殊鋼④トヨタ車体⑤三景⑥豊田自動 
織機⑦日本電装⑧中村荷役 
〔優勝メンバー • 三陽商会〕監督/関 
健三選手/宇田川敏郎，吉田修，関 
健三，清家伸二，田口長雄，大塚智浩, 
砂川正雄，山口哲史，浜田雄二，実方 
智，安藤文人，河村徹，吉原一志。 
►男子西地区 


►予選 A ブロック 


湧永製薬 25(^ 
湧永製薬32^ 

湧永製薬27< 

卜日夕， 
22 

自動車、 


h ヨタ 2 イ 

自動車、 


本田技研 
熊 本 



13— 8 

12— 15 
15~9 
17—7 
12—8 
15 — 8 
12—11 
10—7 
7—11 

14— 10 
14—10 

13— 11 


、卜3 夕 
23_ 

ノ自動車 
本田技研 
J 熊本 

)16 竹芝精巧 

本田技研 

ノ熊本 

)21 竹芝精巧 
)21 竹芝精巧 


〔順位〕①湧永製薬②トヨタ自動車③ 
本田技研熊本④竹芝精巧 

►予選リーグ B ブロック 


本田技研 
鈴 鹿 21 


/ 10—10 \ 
\ 11— 11 ノ 


21日新製鋼 
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本田技研 34 f 
鈴 m \ 

本田技研, 
鈴 ffi\ 

日新製鋼34< 
日新製鋼21 1 
大阪ガス20丨 


20— 3 \ 

14— 1 ) 
16—4 \ 

15— 8 / 
13—5 \ 

21 — 10 / 
11—8 \ 
10—4 / 
13—9 \ 
7 — 9 / 


4日鉄建材 


12大阪ガス 
15日鉄建材 
12大阪ガス 
18日鉄建材 


〔順位〕①本田技研熊本②.日新製鋼③ 


日鉄建材④大阪ガス 

►順位決定リーグ 


本田技研, 
m 本、 

本田技研， 
熊 本、 

竹芝精巧25< 
竹芝精巧29| 


13—8 \ 

18— 10 ノ 

19— 9 \ 

13— 5 / 
11 — 10 ) 

14— 6 / 

15— 8 \ 
14— 10 ノ 


18大阪ガス 
14日鉄建材 
16大阪ガス 
18日鉄建材 


※本田 X 竹芝，大阪ガス X 日鉄は予選 


リーグの結果を適用0 
►決勝リーグ 
本田技研 / 8 — 8 
鈴 鹿 V 8-5 


>13湧永製薬 


本田技研で/ 15— 6 トヨタ 
鈴 鹿1 17—9 /自動車 

湧永製薬 2 1( 1〇 二: 日新製鋼 

日新製鋼 22 C 二 K “ 
※本田 X 日新，湧永 X トヨタは予選リ 


ーグの結果を適用。 

〔順位〕①本田技研鈴鹿②湧永製薬③ 
日新製鋼④トヨタ自動車⑤本田技研熊 
本⑥竹芝精巧⑦大阪ガス⑧日鉄建材 
〔優勝 メ ンバー • 本 田技研 鈴鹿〕監督 
/佐々木信男選手/大畑孝広，橋本 
行弘，真砂純一，福原忠一，藤井孝一， 
立木浩二，尾上良生，内藤裕治，粟屋 
敏則，小池暢男，田口隆，船谷真和， 
山本秀明，山村敏之，平子司。 

►女子東地区 

北国銀行26()〇41 u K I 

日 本：17( 7 — 8> |17日立栃木 

ビクター V 10— 9 ノ 

大崎電気 25< U — 7 ^20北国銀行 

/ 12 — 9 \ 

日 j 栃木24(レ i2 )21 J U K I 

日 本 8 一 5 ^4北国銀行 

ビクター U 2 — 9 ノ 

J U K 123( 115 )17 大崎電気 

V 12— 12 ノ 

日立栃木21 ( ) 15大崎電気 

\ 11—9 / 


日 * 20( 9 — 6 
ビクター \11—9 


)15 J U K I 


北国銀行19< 8 — 5 )15日立栃木 


日 ^29 ( U ~ 5 )15* 崎電気 
ビクター \15—10 ノ 

〔順位〕①日本 ビクター ②日立栃木③ 

北国銀行 ④ I U K I ⑤大崎電気 


J- 
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〔優勝メンバー.日本ビクター〕監督 

/池田鉄哉選手/小口明子，高橋陽 
子，武藤夕起子，長田友子，枝川文子， 
下篠千恵子，平松恵美子，根本幸枝， 

太田弥生，エ藤寛美，松井栄子，永岡 
春江，中村好子，山之内理代。 

►女子西地区 

ジャスコ 27| 

V 13- 


M — %ブラザ、 
13 ノエ 


業 


ソ 

国 




18 


分 


( 


118大和銀行 
9——8 ノ 


立石電機 18 P — 7 

山 鹿、 6—10 


シ 

レ 


17 


シヤ 


レ 


ェ 


ヤト / 12—9 \ 

23 15 

—セ、11—6 ノ 

17大和銀行 


ーゼ 

国 分 


ブラザー ( 15—10 \ 
^ 4 \ 9-7 / 


業 


ジャスコ 32( n — 11 )17 

- 1— 6 ノ 


V21- 


立石電機 / 10-10' 
山 鹿 V 14— 9 , 


19 


卜2イ 8 — 7 ) 15 ジ 

ゼ Vl2— 8 ノ 

(；-：) 


シャ 
レーゼ 

立石電機—/13 — 8 
山 
立 
山 
シ 
レ 


国 分 

ブラザー 
ェ 業 

ヤスゴ 


17大和銀行 


鹿 21 \ 10—13) 


15 


ーゼ 


( 


ジヤスコ25( U 8 )18 大和銀行 
\ 11——10 ノ 


ジ ヤスコ 211 
シヤト 


ブラザー / 9 — 7 
工業 17 ( 


'(：：：) 


ソ 

4 国 


14 


ヤ 

レ ー 


ド山鹿 
115大和銀行 


<10—12\立石電機 
,11—7 ; 

24(巧— 10 、 

ゼ \ 9 — 5 , 

〔順位〕①シャトレーゼ②立石電機山 

鹿③ ジャス コ④ ブラザー エ業⑤大和銀 

行⑥ソニー国分 

〔優勝メンバー•シャトレーゼ〕監督 

/李寿昶選手/丸山房江，高原瑞恵， 
エ藤純子，千葉輝美，星野加津美，嶋 
崎純子，海道元子，松沢祐子，黒沼悦 
子，小林喜代子，小野寺かおる，江原 
材枝，生方みゆき，山岸理津子，李京 
姫，井出典子，野沢寿恵，小俣訓子， 
宇宿信乃，浅田美砂 


第43回 
国民体育大会 

昭和63年10月16日〜20日 
(京都 • 八幡市民体育館） 


ソ 

二 一 

沖 縄 

19 

国 

分 

37 

(浦添ク） 

ブ 

ラザー 

大 阪 

12 

エ 

業 

37 

(大阪ク） 


〈成年男子1部〉 

M 回戦 

r 18— 

‘ 19—10 
'19—13 
, 18—13 


8 \ 香 
18 


26, 


川 

(讃岐ク） 
北海道 
フ北海道選抜） 


► 2 回戦 

広 島/17 — 9 \ 

n 制#、 33 ド⑺ 19 沖 縄 

(湧水製薬） \ l 6 —10 ノ 


分 







京 

(京都ク） 


都 37 ( 17 —〜岩 ¥ 


岩 


手— 


、 20—10 ノ 


(白亜ク) 


培玉 41 P— 8 U 富山 

V ： 


(大崎電気） 


,28—4 


(全富山） 


_ i ^ 33 GUj 17 大阪 

►準決勝 


広 

埼 


島34(パ— 6 )15 京 
\ l 7— 9 ノ 

/ 15 — 9 \ 一 
玉25 21： 

V: - — 


‘ 10— 12 ノ 


3 位決定戰 


三 重371 


►決勝 

埼 


15 — 12 ) 19 京 


玉31( 14 — 12 、)23広 


:> 


都 

重 

都 

島 


1回戦 

山 口…/ 12—12) 


(山口県教員団) 


埼 玉 

I 

12—8 ノー(埼玉教員ク） 


241 120 


富山 3 〇( 16 一 13 >北海道 

V 14— 11 ノ 


(全富山） 


(北海道選抜） 


大 

分/ 

f 12—11 、 

、宮 

城 

90 

(大分県選抜）\ 

、17—11 ノ 

\ 99 

1 (東北学院 WB 会) 

二 

重/ 

( 15—12、 

\奈 

良 

(本田漏韻会） ' 

V 12—13ノ 

25 

1 (わかくさク） 


191 


9— 9、愛 知 

10- 8 J 17 (愛知選抜） 


32 


25」 


241 


20—2 

,12—4 


>香 川 
1 (讃岐ク) 


13一13、鳥 取 

,12-9 1 (境港ク) 

f 13 — 8 \大 阪 

、 11—11 J 19 (大阪教員ク) 


(花卷ク） 
京 都 

(京都ク） 
熊 本 

(熊本教員ク） 
栃 木 

(栃の葉ク） 
► 2 回戦 


山 口34( 17_ )19 富 山 

\ 17—13 ノ 

二 重 30(1 )29 大 分 

一 V 15— 13 ノ 

京都 36 GH ) 16 岩手 


17—11 

〔優勝メンバー • 埼玉（大崎電気)〕 

監督/斉藤幸司選手/矢内浩，渡辺 
裕昭，松岡寛，大和田和利，武田英雄， 
首藤信 一， 中田親広，山本興道，越迫 
敏博，菅田信也，相馬栄司，宮下和広。 

く成年男子2部〉 


栃 

►準決勝 


0 


重33( 17 — 13 )26 山 
V 16— 13 ノ 


京都 3 。 C 二 7 3) 2 °栃 

► 3 位決定戰 

/ 15一16 \ 

栃 * 29 ( 14-10 ) 26UJ 


本 


□ 


木 


P 


►決勝 

京都 22 UD 16 三 * 
〔優勝メンバー.京都（京都ク）〕監 
督/小山勉選手/山下信之，咲本薫， 
国府功，中村昌人，佐久間良幸，杉山 
撒，渡辺徹，西田充，西村純，楠本繁 
生，清水章，加藤英二。 
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知 

抜) 

川 

n 

取 

阪 
I ク） 


山 

分 


手 

本 

□ 

木 


□ 


重 

〕監 
本薫， 
杉山 
本繁 


〈成年女子〉 

► 1回 a 

愛 知 rt / 17 一 4 
28 

(ブラザーエ業)\11—6 

香 川 / 9—5 

. 15 

(オール 香川）\ 6 — 8 

広 島22( 1〇 一 9 

(広島ク） U 2— 8 

山 V 16 — 5 

(徳山ク） V 8 — 7 

福 島 ％/ 11 — 6 

(ムネカタ）\ 9 — 7 

石 川 / 8 — 6 

19 

(北国銀行） \ ll -5 

► 2 回戦 

埼 玉 / 8—9 

18 

f 大崎電気） V 10— 8 

京 都^19 一 4 

(京都ク）、20—7 

栃 木/16 — 5 

(日立栃木） V 12— 7 

山 梨/14 一 9 

28 

(シャトレーゼ）、14 一 4 

熊 本广20一 2 

(立石電機山鹿） \14-4 
茨 城 29 16 — 8 

(日本ビクター）\13——8 
S 重/ 17—5 

… 、35 

(ジ ヤスコ） \18 一 5 
大 阪 f 11—11 

( 大和銀行）\15 一 7 


10 


宮 


城 


13 


17 


12 


13 


11 


(全宮城） 
福 岡 

(全福岡） 
滋 賀 

(滋賀選抜） 
北海道 
(北海道選抜） 
愛 媛 

(愛媛選抜） 
岩 手 

、白梅三英芙会) 


17愛 知 

新 潟 


11 


|12香 
|13広 


(新潟江南 0 G ) 

川 


島 


|1〇山 


口 


島 

分 


116福 

(10* 

f (大分選抜） 
|18石 川 


3回戦 


京 

大 

茨 

山 

►準決勝 


都20| 
阪211 
城231 
梨291 


17埼 


20： 


21熊 


丨19栃 


山 梨24 

茨 城33 1 

►3 位決定戰 


'13—8 > 

> 7-9 , 

， 10—8 x 

,11—12, 

， 10 — 11 N 

, 13-10, 

' ll — 7 ' 

,18—12, 

，9 —10 へ 
9 — 8 
2 — 0 
V 4 — 0 

_ J 22 大 

. 20— 14 ノ 


18京 


玉 

重 

本 

木 


都 


阪 


/ 12—10 \ 

牙、 都23( / )20 大 阪 

\ 11 — 10 / 

►決勝 


茨 


广13— 9ヽ 


城24 



21山 


V 4-2； 


梨 


〔優勝メンバー • 茨城（日本ビクタ 

一）〕監督/池田鉄哉選手/山口明 
子，武藤夕起子，長田友子，枝川文子， 
下條千恵子，平松恵美子，根本幸枝， 

太田弥生，エ藤寛美，中村好子，山之 
内理代，高橋陽子。 
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く少年男子〉 

►1 回戦 

神奈川30 f 15 一 13 ^^福 岡 

(全神奈川) 3 。115—12 ノ （福岡選抜） 
重 /11—8 ) 広 島 
(三重選抜) 18 1 7 — 6 ノへ広島選抜） 
富 山 "0 —1 0) 北海道 

(全富山) 25 \ 15- 6厂 6( 北海道選抜） 

大 版?4い 1 一 M 19熊 本 

(大阪選抜) 24 、 13— 10 ノ （全熊本選抜） 

東 京 W 13 一 9 愛 媛 

(明星高 ）V 9—11/ (新居浜ェ高） 

京 都25^ 12 — Mu 青 森 

(京都選抜)113— 5 ノ （青森） 

千 葉 J 15 一 Mu 滋 賀 

(千葉選抜）\16—8 / (滋賀選抜） 

愛 知20 " 〇 — Ml 。 沖 縄 

(愛知選抜） V 10 -H I (沖縄選抜） 

► 2 回戦 

神奈川 15、 8 _ i ( J 14 三 重 

太 阪 28 ( M —8) 13 富 山 

京 都 15 G — D 12 東 京 

千葉 15 ( U 14 愛知 

►準決勝 

大 阪21 P : 13 )19 神奈川 

千 葉 1 7 C 二) 15 京 都 


► 3位決定戦 

(n _ ^ \ 

1() _ 9 jl 5 京 都 

►決勝 

大 0千 葉 

〔優勝メンバ_ • 大阪選抜〕監督/高 
橋精一選手/吉田英晴，田端寿徳， 
庄司昌司；中野一隆，芝本光功，深江 
照泰，森岡健二，安井裕貴，溝渕隆規, 
池田真一，鴨谷仁，下山悟志。 

〈少年女子〉 


► 1回戦 

神奈川/ 13—5) 熊 本 
(全神奈川 ) “I 9 一 7 ノ （熊本選抜) 


/10— 9 \ 


« 胃 19 

(彦根商高） 


4 — 5 

1一1 


静 岡 
(静岡選抜) 


\4 — 1 / 


京都/ 1 — 6 ) 
(京都選抜）\ 9 — 6 ノ 
宮 %( 8 ~ 7 ) 

(全宮城）—7 ノ 

石 J ， I 2S( 14 - 6 ) 

(石川選抜） U 4 —u ノ 


北海道 
12 (北海道選抜) 

愛 媛 

14 

(今治南高) 

沖 縄 

17 

(沖縄選抜） 


東 京4 U 一 12 ^ 愛 知 

(東京少年女子） V 13-10/ (愛知選抜) 

山 a lt - / 8 — 2111福 岡 

(山口選抜 ) 15 k 7 — 9 / (福岡選抜) 
埼 玉 17 f 8 一 8 ^！ 16 大 阪 

(埼玉選抜） V 9 — 8 ノ （大阪選抜) 
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都 

葉 

/高 

g, 

g 江 
I 規， 


本 

抜) 

岡 

抜) 

道 
i 抜) 
媛 
高) 
縄 
故) 
知 
:抜) 
岡 
:抜) 
阪 
故） 


► 2 回戦 

ネ申奈川12(— )11 滋 賀 

宮 城 12 ( 5 — 京 都 

東 京 2 。し 3 一。ノ I 8 石 川 

山 出 7 U — 7) 16 椅 玉 

►準決勝 

/ 10 — 9 \ 

神奈川20 14宮 城 

V 10 — 5 ノ 

( 13—8 \ 

東 M 23 16 山 口 

VlO— 8 ノ 

►3 位決定戰 


山 口 1 < 6 _ 6 ) 8 宮 « 

►決勝 

/ 9 — 9 \ 

東 京 25 u . 18神奈川 

V 16— 9 ノ 

{優勝メ ン バー • 東京 選抜〕監督/楠 
本達彦選手/小島美和，戸塚美千代， 
高橋佳未，村田明子，執印麻樹，中沢 1 
かおり，中社君江，桐谷律子，本間直 
美，木下恵，鷲宮忍，佐藤とも子。 


第31回(女子24回) 
全□率学生選手権 

昭和63年11月1日〜6日 
(福岡 • 福岡市民体育館） 


く男子〉 

。予選リーグ 

► A 組 

福岡大 29 ( 
国士館大 33 ( 
福岡大 28 ( 
順天堂大28( 
順天堂大30( 
福岡大 32 ( 

国士館大 38 ( 

► B 組 

早稲田大33( 
法政大 25 f 
早稲田大 30 ( 


15— 11 
14—14 

16— 7 

17— 11 
14—9 
14—10 
14—9 
14—10 
12—10 

18— 14 

19— 11 
13—16 
22—9 
16—9 


^ 25 大経大 
) 18 順天堂大 
^19 国士館大 
) 19 国士館大 


>24大経大 
127 順天堂大 
) 18 大経大 


18—11 

15—9 

11—12 

14—10 

13—14 

17—14 


>20天理大 
>2同志社大 
)28 法政大 
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天理大23( 111() )21同志社大 

V 12— 11 ノ 

早稲田大28( | l 5 同志社大 

\ 11—12 ノ 

/15— 9 \ 

法政 ^ 29 ( 14-14 ) 23 ^ ^ * 

► C 組 

/ 15— 6 \ ^ i 

大体大27 13久工大 

\12—7 ノ 

筑波大241 _ ^121函館大 


13—9 


筑 


/ 1 p _ y \ 

波大36 )18 久工大 

\ 18—11ノ 

筑波大28^ “117大体大 

/ II — 14\ 

函館大29( _ 一 )23 久工大 


‘18—9 


► D 組 


/ 14—11 \ 

日 大32 20京産大 

\18-9 / 

/ 14 — 8 \ 

中部大26し i 5 j 23 日体大 
/ 13—16 \ 

日 大25 )24 日体大 

8 ノ 

/ 13—11 \ 

中部大28卜_ —)28 京産大 


‘ 15—17 t 


中部大27^_ —123日 


1 15—12 ノ 
/14— 12、 
0 ^ 大 3〇 16 -队 


大 

25京産大 


。準決勝リーグ 

► I 組 

/ -I ^_ ! 〇 \ 

早稲田大31 ( 15 一 15 )27 国士館大 

福岡大38( 一 )25 法政大 

国士館大36 } 19法政大 

\ 23— 9 / 

早稲田大28 ( ) 21福岡大 

U 5— 10 ノ 

► n 組 

/ 9 — 9 \ 

筑波大 20 ( n 一 7 ) 16B 大 
/ 13—10 \ 

中部大23 22大体大 

V 10—12 / 

日 大26 ( ) 20大体大 

\ 15 — 9 ノ 

/ 13—10 \ ^ 

筑波大26 _ 〇 18中部大 
- \13—8 ノ 

►3 位決定戰 

/ 19—13 \ ^ 

福岡大 30 ( u 一 一 27 中部大 

►決勝 

早稲田大24( 筑波大 

\ 13—8 / 

〔優勝メンバー • 早大〕監督/管野富 
夫選手/高橋克巳，須藤康弘，中嶋 
一成，甲斐章義，清田久雄，小林茂樹, 
猪田雅公，大中明徳，大橋則一，大村 
耕 一， 孤原克典，鳥平裕紀，原達朗。 
▽ベストセブン 

* G K 高橋克巳（早大） 初 

_ F P 甲斐章義（早大） ② 
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大橋則一（早大） 初 

久保田昌俊（筑波犬） 初 
田中 茂（筑波大） 初 
大坪幸之助（福岡大） 初 
塩坂芳彦（中部太） 初 


く女子〉 


。予選リーグ 
► A 組 


東女体大 35 し〖一。 ） 7東海大 


大体大34 


東女体大281 


广15 — 7 
\19—4 
， 15—7 
,13 — 5 


11中京女大 


12中京女大 


^ 大 <— 5 


-：) 


9東海大 


( 15 — P \ 

) 19大体大 
23— 10 ノ 

/ 11—— Q \ 

中京女大24 ( ) 15東海大 

\13—6 ノ 


► cm 


^ _ , / 15—11 \ 

福岡大37 _ r 17干明短大 
\ 22 — 6 ノ 

日女体大24うう16大教大 

U 3 — 8 ノ 


;r — 4 


福岡 大 33 u — 9 113 太#* 




日女体大24 


" 2—8 
\ 12—6 


114干明短大 


福岡大 23 ()° D 2 1 B 女体大 
\ 10—11 / 


大教大27 

► C 組 

日体大35 
天理大28 
日体大25 
天理大25 
日体大35 


東学大24 

► D 組 


武庫川女大 34(^ 
、筑波 大58/ 
武庫川女大441 
筑波大 
筑波大25< 

福教大27< 

。準決勝リーグ 
► I 組 

東女体大29 ( 


13— 8 \ 

14— 12 ノ 

17— 11 \ 

18— 4 / 
14—10 \ 

14— 8 / 

15— 7 \ 
10—8 / 
13— 4 \ 

12— 7 / 

16— 6 \ 

19— 5 / 
9 — 8 \ 
15—5 / 

9 — 5 \ 

15— 3 / 
31—6 \ 
27—4 / 
18—7 \ 
26—4 / 
26—3 \ 
29—0 / 

13— 13 \ 
12—10 / 
11—9 \ 

16— 5 / 


16—7 \ 
13—9 / 


20干明短大 

15東学大 
18中京大 
15中京大 
11東学大 
11天理大 
13中京大 

8岩手大 
10福教大 
11福教大 
3岩手大 
23武庫川女大 
14岩手大 


16日女体大 





大体 大17 


9 — 5 \ 
8 — 10 / 


15福岡大 


大体大20 
東女体大34 


12—3 
8 — 9 
19—3 
15—9 


^12日女体大 
112福岡大 


► I 組 


日体 
筑波 


( 1 〇 _ y \ 

)18 武庫川女大 
12—11 / 

太 29 9 12 天理大 


天理大241 )23 武庫川女大 

V 9— 12 ノ 
/ 9 —12 \ 

筑波大25 p 220体大 
\ 16—10 ノ 

► 3 位決定戦 

/ 11—10 \ 

日体大21 f )19 大体大 

►決勝 

東女体大25< 117筑波大 

〔優勝メンバー • 東 女体 犬〕監督/高 
野亮選手/蒔田和美，村山みどり， 
大村真弓，藤井直美，楠富美子，川田 
なるみ，佐藤真理，伝法谷芳子，鈴木 
里佳，竹野美夕希，田鹿アスナ，吉野 
佐智枝，井口京子，田島佳子，日比野 
雅子，本橋優子。 

▽ベストセブン 

• GK 村山みどり（東女体太）初 

• F P 藤井直美（東女体太）初 

楠富美子（東女体大）初 
相川貴子（筑波犬） 初 


中山ちはる（筑波大） ，初 
市来未央（日体大） 初 
池田郁子（大阪体大）初 


第10回 

東日本学生選手権 

昭和63年8月16日〜20日 
(群馬 • 前橋市） 


〈男子〉 

►決勝卜ーナメント〗回戦 

/ 14—7 \ 

順天大30 _ ^13函館大 

\ 16— 6 ノ 

早 

筑波 
日 

►準決勝 


/ 12—13 \ 

大30 29法 大 

V 18— 16 ノ 

/ 15—10 \ 

太32 24日体大 

\ 17— 14 ノ 

( 12—10 \ _ , 

大26 )21 国士大 

V 14— 11 ノ 


早 

H 


大26 
大28 


/13— 9 
V 13— 9 
(■8 — 7 
\ 20—15 


18順天大 
22筑波大 


►3 位決定戰 

/ 12—9 \ 

筑波大 22 1 A 1 9 順天大 

\ 10—10 / 

►決勝 


日 


大27 


16—12 \ 
11—9 / 


21早 


大 


J： 
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初 

初 

初 


大 

大 

大 

大 

大 

大 

大 

大 


く女子〉 

►準決勝（決勝トーナメント） 
/ 14—13 


東女体大 2〇 ^>筑波大 


\ 12—13 , 


►3 位決定戰 


( 6 — 6、 

日女体大17し16筑波大 
\ 11—10 / 

►決勝 

/ 16—8 \ 

東女体大33 19日体大 

V 17— 11 ノ 


第27回(女子18回） 
西日本学生選手権 

昭和63年8月15日〜19日 
(大阪府立体育館 • 守口市民体育館） 


〈男子〉 

►準々決勝 


福 


( 21~ 7 \ 

M 大〇 * * 


ィ 15 — 10 、 


同志社大29 — — }17東和大 

、14—7 ノ 

/ 16 —p \ 

中部大29 26大経大 

\ 13—11 ノ 

大体大24( )21 天理大 

\ 13— 12 ノ 


►準決勝 

福岡大24 I 


日体大 27^ i3 — ァ日女体大 大体大281 


3位決定戦 


同 


►決勝 


大26 


福岡大21| 

く女子〉 

►準決勝 

武庫川大27| 

福岡大20 ( 

►3 位決定戦 

天理大2〇< 

►決勝 

武庫川*28( 


， 9—12' 
.15—11 ‘ 
11—7 、 
‘17—9 , 


12 — 10 ' 

,14—14, 


r 9—13、 
12—6 , 


f 11 一6、 
,16—9 . 
f 12—6 、 
, 8 — 8 , 

' 9—10、 

、11 一6 ノ 

15—7 ' 
,13-9 ノ 


23同 大 
16中部大 

24中部大 

19大体大 

15天理大 
14大体大 

16大体大 

16福岡大 
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第 38 固 

全日本高校選手権 

昭和63年8月2日〜7日 
(兵庫•加古川市） 


〈男子〉 

►1 回戦 

県岐阜商 /II 一 7 ^.宮崎西 
(岐阜 ） 3〇 (19— 7 ノ （宮崎） 

小松明峰 / 13—10 \ 古川商 
(石川)\14—12 / (宮城) 

桑 名 / 6 — 6 \ 大分電波 
(三重 ） 13 U — 4 ) 1Q (大分） 
長浜北广 8-6 |日大明誠 
(滋賀 ） 18 U 0— 9 ノ （山梨） 

市 川 ( 9 — 5 、ハ盛岡一 

(千葉） 25 1 i 6— 7 j ( 岩手） 
屋 代 ( 8 — 6 \ 東岡山エ 

(長野) 23 〈15—9尸 5 (岡， fi 山) 
明石北ひ5— 8^吉 井 
(兵庫）\16一15 ノ （群馬） 
桃山学院 (9 — 2) 7 聖光学院 
(大阪 ） 19 ll 0— 5 ノ （福島） 
那 賀％ 一 9 高 知東 

(和歌山）、11一12 ノ （高知） 

中 京 2〇|" 12 一 7 )13函館有斗 

(愛知）、8 — 6 ノ （北海道） 
育 英 "6 —神培農 

(兵庫）、15—10 ノ （佐賀） 


尾 道 J 16 一” 川静岡農 

(広島） Z '13— 5 ノ （静岡） 

青森 ® o 7 ( 13—17 \ 〇〇* 島 
(青森） V 14— 6 ノ （鹿児島） 
添 上 "1 一8、新潟江南 

(奈良） 19 1 8 — 9 ノ （新潟） 
氷 見"9 一 8 \ 高松商 

(富山) 31 U 2— 9 ノ 17 ( 香川) 
長崎日大 ,9 —9) 飯 南 
(長崎） 23 U 4— 6 ノ （島根） 


► 2 回戦 

横浜商工 


36 


15—9 


(神奈川）\ 21-11 
小松明峰21 


120県岐阜商 


6 


12—8 


14 


境 

(鳥取） 


桑 


名18 


陸 


長浜北29| 

久ェ大附叫 
(福岡） , 

大 谷 d 

、24 

(京都） V 16-16 
明石北18 
熊本市商 


9 —8) 北 
. 9-5 ) (福井） 
14一 9 \ 三好農林 
,15— 5 J (徳島） 


8 — 7 、 

8-8 ノ 
8—12、 


|15市 


川 


(熊本） 
小 禄 


18 


-：) 


)— 4 


23 


‘ 9—11, 
， 13—8 ' 


18屋 代 

新居浜エ 
14 

(愛媛） 
15桃山学院 


(沖縄） \10-9 
中 京22< 


12—8 


丨17那 
麻 


賀 


育 


英331 


‘ 10—6 
17 —A 
‘16—7 


14 


11 


生 

(茨城） 

日大山形 
(山形） 




36 








尾 道21 

岩陽 15 
(山口） 

浦和学院％ 
(綺玉） 

氷 見27 

長崎日大12 
► 3回戦 


\13-9 / 

r 一 5 ) 

\ 8-6 / 

( 8 一 4 ) 

V12— 4 / 


u 国学院栃木 
13 

(栃木） 
11青森商 


8添 


上 


15—10 \ 湯 

17 


.12—7 

(：：：) 


9 


沢 

(秋田） 
明 星 
(東京） 


-8 


横浜商工25( )13 小松明峰 

\ 14 — 5 ノ 


桑 名13 

久留米 


工大付 
熊 


19 


㈡ 

(一）15大 

V 8— 12 ノ 


12長浜北 


谷 


小 


本市商 f ]15明石北 

(_ 


禄211 


11—9 、 
, 10 — 11 , 


育 


英37( )21 尾 

V 24— 14 ノ 


浦和学院151 7 " 7 )13 岩 


京 

道 

陽 


氷 

►準々決勝 
横浜商ェ32 


見 2 l (^_ r 119長崎日大 


18—4 

14—8 


) 

熊本 市商 2 0: 


名 


久留米 
工大附 


小 


禄23 


浦和学院23 


►準決勝 


Al— 12 ヽ 
7 — 6 
3—1 
2 — 2 ) 
广 9 — 9ヽ 
10—10 
3— 1 
1—1 


21育 


英 


21氷 


見 


横浜商工 25(^ 。丨18熊本市商 

\ 15——9 ノ 


小 

►決勝 

小 


禄14 


禄14 


9 — 7 
5 — 4 . 

(：：1) 


Ui 浦和学院 


11横浜商工 


〔優勝メンバー • 小禄〕監督/新垣健 
•選手/当間剛，長嶺重信，高良武市， 

鳥袋勝，仲里健，^野泰生，長嶺勉， 

中村厳，照屋史郎，山城範年，高良尚， 
照屋保，奥間正，山城範仁マネ/儀 
間美香。 

く女子〉 

►1 回戦 

聖和学園 
(宮城） 
京都女 
(京都) 
神埼農 
(佐賀） 
大曲農 
(秋田） 


佼成学園女, 

/ 8 — 2 

(東京） 191 

U 1— 5 

筑紫女学園 
(福岡 ） 19 j 

〈1卜 

-6 

〈 8 — 4 

高松商^ 
(香川) 21 1 

( 8- 

-6 

〈13—5 

浦和実 i 
(埼玉） 26 1 

( 16—4 

U 0— 6 


11 


10 


農}島〇南 D 商 D 南〇 商 G 陸 M 林 Q 川代エI ) 院賀生幻|«2 
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彦根商口/ 9 — 4 ) 暁 
(滋賀 ） I 8 — 2 ノ （三重） 

新潟江南, 4 — 3 )。本 庄 

(新潟 ）I 8— 5 ノ （宮崎） 

夙川学院 (6 —6) 山 梨 

(兵庫）\ 9-3 ) (山梨） 
山陽女 J 16— 1、粉 河 

(広島）\14一6 ノ （和歌山） 

国学院栃木,12— 4) 国分実 
(栃木） 1 ' 7 — 8 ノ （鹿児島） 

郡山女"2— 4) 屋 代 

(福島） U 。 一 2 ノ （ 長野 〕 
福井商ド 8 — 8) 佐世保北 
(福 #) 15 \ 7-4 / (« m ) 

鈴蘭台 u /^ 8 — ”10今治南 
(兵庫）、 6 — 5 ノ （愛媛） 
四天王寺 ( 6-9 青水西 
(大版） 17 U 1— 4 ノ （静岡) 
郡女短大付厂 9 — 7 、江 津 

(群馬） 1 % 7 — 6 ノ （島根） 
岩国商 "4 一3、函大付女商 
(山口）^ \11—9 / (北海道） 
熊本女商 ( 1〇— 8 ) in 添 上 

(熊本 ）V 7-4 ) (奈良） 

► 2 回戦 


佼成学園女21 


/ II — 7 
V 10— 4 


\東海女 

/(愛知） 


筑紫女学園23 

高岡商。 3 
(富山） 

浦和実29 


\12-7 ) 
(12-9) 

V 11— 1〇 ノ 

/ 14— 5 \ 
\ 15 — 3 / 


玉野光南 
15 ( 岡山） 


19高松商 
境 


8 


(鳥取) 


彦根商21 
富岡東/11 一4 


— 3 \ _水海道 


12—5 


23 


(徳島） V 12—6 
夙川学院31 


(茨城） 

110新潟江南 


15—5 \ 青森西 
16一 5 / (青森） 


山陽女24< 

小松市女/ 
(石川）、 

郡山女22( 

川崎北 lU 
(神奈川） ' 

鈴蘭台1〇| 
四天王寺 30 j 

m 19 i 

(大分） 

岩国商21 
昭和学院 


’11 一 2、小 禄 
‘13— 0尸（沖縄） 


111国学院栃木 


13—3 
、 8-8 
f 8 — 4 \ 高知東 
,14—0 / (高知） 

< 7 —1 ^ 福井商 
, 6 — 3 / (福井） 

( 6 — 6 \ 養老女商 
、 4 — 3 J 9 (岐阜） 

i 16 一 3 \ 盛岡— 
、14一 2 / (岩手） 


(千葉） 

► 3 回戟 


15 


佼成学園女161 


浦和実26 


彦根商21 


10—8 、 
, 9 一6 ノ 
r ll — 4、 

, 10-7 ノ 

f 7 — 7 ヽ 
、8 — 3ン 

， 8 — 8 、 
、 8-6 , 
( 12—4 ' 
い 4— 8 
( 7 — 4 
(14—5 


114 


群 


馬 


11 


女短大付 
日大山形 
(山形） 

10熊本女商 

114筑紫女学園 
112高岡商 
j 9 富岡東 
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山陽女19 


，6— 10ヽ 
11—7 
1—1 
, 1 - 1 . 

4 P T C 3 


19夙川学院 


小松市女23( _ )15 郡山女 

\ 12 — 9 ノ 


/ 10— 6 


川崎北 1 6( 6 一„ jl 3 鈴蘭台 


四天王寺22^ 112佐賀関 

/ 13 — 4 \ 

昭和学院 18( 5 — i ( Jl 4 岩国商 
►準々決勝 

浦和実 17 ( 9 _ 丨15佼成学園女 


山陽 ^12^ « 


商 


イ 12— 5 


川崎北 23 U — 10 115 小松市女 




( H 夫王寺19 

►準決勝 


㈡ 


9昭和学院 


/ 13—6 \ 

浦和実24 14山陽女 

W 卜8 ノ 

州崎北_ 丨9四天王寺 

►決勝 

沛甜実21 8 19川崎北 

V 10— 9 / 

[優勝メンバー.浦和実〕監督/山田 
克彦選手/生井千恵子，行武雅代， 
園部薫，山口明子，地引弘子，佐藤優 


子，三好幸子，小形直子，長島純子， 

鈴木美枝子，中村美枝子国本美香， 

田中和枝，仲里安子，マネ/浅田暁子。 


第13回 

全国高校選抜大会 

平成元年3月23日〜27日 
(愛知 • 愛知県体育館） 


〈男子〉 

► 1回戰 

市 川 ( 5 — 9 \ 市岐阜商 

(千葉） 17 U 2— 5 ノ 14 (岐阜） 

桂 /10— 4、下松エ 

(京都 ） 7 I 7 — 8尸(山 □) 

明 星^10 — 4 \ 高松商 

(東京) 26 (16匕5ノ 9 (香川) 

函館有斗 / 10-11 \ 聖光学院 

(北海道南）\13—10/ (福島） 

高岡向陵 /18— 12\ 岡崎城西 

(富山)% 1 17—17 ノ 29 (愛知) 

小松明峰 /14-7 \ 釧路湖陵 

(石川） V 13-8 / (北海道北) 

正 強 qf 15—2 \清水市商 

(奈良）\18一12 / (静岡） 

総 社 ( 12 — 1 \長崎日大 
, 21 20 
(岡山）、9—13 ノ （長崎） 

中 京 9 一 8 、 16 仙台育英 

(愛知）し 5 — 8 ノ (宮城） 

上 宮 2 V 14 一 8 ) ie 松山北 

(大阪） ^14— 8 ノ 1 ( 愛媛） 
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►決勝 


► 2 回戦 

久工大付 /14—14' 
(福岡） U 0-9 . 


/ 13 — 6 

明星 28 


123市 


14 


川 


桂 


( 9 ——11 \ 

17面館有斗 

15 — ~6 ノ 


13 


(：：：) 


9高岡向陵 


浦和学院_ 

(埼玉） 

啤本市商 / 7 — 5 \ 

* 18 14小松明峰 

(熊本) Vll — 9 ノ 

( 12—11 、吉 井 
正 強26 20 

V ： * 


k 14 一 9 ノ （群馬） 

A3— 10 ヽ 


中 


京24 


5 — 8 
2 — 2 
V 4-0 


20総 


横浜商工2<. |21上 


‘ 16—12 y 


社 


宮 


► 3 回戦 

明 


g — 1Q \ 

浦和学院19( i() _ 6 Jl 6 明石北 


星 23 ( I ;-;) 18 久 工大 付 

( 

熊本市商 30 〇 正 
( 


強 

京 


16 — 9 

横浜商工28し 2 _ 8 117中 

►準決勝 

明 星 2 l (" n ~ 1() )19 浦和学院 
\ 10-9 ) 

横浜商工21 ( ) 17熊本市商 

\ 13— 8 ノ 


明 


星24 


(1 —10、 

12—9 


2 —1 ノ 


21横浜商工 


〔優勝メンバー • 明星〕監督/鈴木亮 
一選手/五島宏隆，梶山昌寛，小林 
正樹，金井勇一，遠藤琢司，田代克行, 
野島真樹，宍戸克行，島沢大輔，高橋 
直秀，甶代征児，斉藤哲也，高井竜哉, 
佐藤誠司マネ/菊池透。 


く女子〉 

► 1回戦 

西宇治 14 ( 8 — 5 ) 
(京都） V 6 — 8 ノ 

大曲 農 4 13 一 8 ") 
(秋田) V 17— 3 / 

名短 

(愛知） \ l 9— 8 ノ 

，11—6ヽ 


、3 — 2 ノ 
昭和学院。 3 "1 — 11) 
(千葉） V 12-11/ 
函館大付 9 — 4 \ 
(北海道南 ）V 4 — 4 / 
夙川学院％ f 11—7、 
(兵庫)\14—6 / 

彦根商18( 9 一 4 ) 
(滋賀）\ 9-2 / 


福井商 
13 ( 福井） 
釧路商 
11 ( 北海道北） 
12 読谷 
(沖縄） 

高 松 

24一 , 


熊毛北 
22 ( 山 口） 
川口青陵 
8 ( 埼玉） 
清水市商 
3 ( 静岡） 
本 庄 
6 ( 宮崎） 


J- 
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聖和学園 
(宮城） 

，"公®22 
(石川） 

► 2 回戦 

国学院栃木 24 
(栀木） 

名短付23 

熊本女商& 
(熊本） 

昭和学院18 


函館大付 p 
(北海道南) 


夙川学院24 
彦根商20 

小松商24 

► 3 回戦 


名短付19 


昭和学院17 


口 
) 


) 


/ II — 3 
\ 11—4 


,15—6 
V 9 — 8 


(9 — 4) 
\ 14— 6 ノ 
/14— 4 \ 
\13-7 ) 

「一 8 ) 

卜5 ノ 

广 7 — 5 
6 — 8 
1 — 0 
1— 2 ノ 
5 P T C 4 

r 一 5 ) 

V 15— 4 ノ 
/14— 4 \ 

V 6-8 ) 

/14— 4 \ 

\ 10—12 / 


/8 —7\ 
8 — 9 
1—1 
\2-〇) 
，8 — 7、 
8 — 9 
1—1 
k2-o) 


18 

7 


江東商 
(東京) 
東海女 
(愛知） 


14西宇治 
10大曲農 


11 暁 


13一 




直 


(大阪） 


山陽女 
15 ( 広島） 


今治南 
(愛媛） 

12聖光学院 

i 明 倫 
(神奈川） 

19国学院栃木 


16熊本女商 


夙川学院18 


小松商14 


《 9 — 4 
V 9 — 4 
，9 —5 
6 — 7 
1 — 0 
U -2 ノ 
3 P T C 2 


8面館大付 


14彦根商 


►準決勝 


名短付18^ 9 _ 115昭和学院 

夙川学院8 I I 6小松商 

►決勝 

夙川学院13( 9 _ 4 )12 名短付 

〔優勝メンバー • 夙川学院〕監督/井 
上亮一選手/大林まり，松田賀寿美, 
平塚直子，伊藤晴美，西口貴子，新村 
洋子，田渕靖子，田口由味子，岡利栄, 
戸高綾子，江崎千鶴，巽賢子，竹下真 
紀，前田薰マネ/田中美穂子。 


第31回 

全日本教職員選手権 

昭和 63 年 8 月 9 日〜 13 日 
(北海道 • 札幌市） 


〈男子〉 

► 1回戦 


茨苑クラブ /19—6 \ 
(茨 38 \ 19— 10/ 


16三重教員 




















スワロー 4 ぐ — 9 


兵 庫 
北海道教員25 k 

福井教員29 


24 — 8 
/ 12—11 
13—8 
广 10— 9ヽ 
12—13 
3—1 
、4 —3 ノ 


16 


三河教員 


(愛知） 
19新潟教員 

26神奈川 B 


岐阜教員 27 ( ) 2 〇 

\ 14——14 ノ 


^ 14—14 

熊本教員31^ 


愛知教員22 


(岩手） 

レ 14 卜石川麵員 


8 — 7ヽ 
9—10 
3—1 
V 2 一 3 ノ 


茨城べ 13 一 8 


コンドル ズ 

富山教職員341 


15—18 , 
17 — 6 
17—13 


21神奈川教員 A 

126愛媛教員 
|19福島教員 


静岡教員団32^ 7 — 5 >2山形教員 

► 2 回戦 

沖縄教貢 19( n — 8 )13 茨苑クラブ 

長野教員 34 dV 9 千葉教晨 
V 19— 9 ノ 

/ 12—13 \ 

大阪教員ク 27(^^ _ )20 宮城教員 

30( 


培玉 4 14 一 10 K ヮロ 

フヱニックス \16——12 ノ 兵 


庫 


/ 18—5 \ 

北海道教員37 1 9 _ 8 J 13和歌山クラブ 


滋賀教員22( 
福井教員25( 

岐阜教員22( 

大 阪 i 
28 

イーグルス ’ 
埼玉教員ク361 

愛知教員26 I 

京都教員ク291 

山口教員団25( 

香川教員44| 

佐撤貧. 25 ( 
葉 隠\ 

栃の葉クラブ/ 
(栃木)、 

► 3 回戦 

長野教員26【 

埼 玉/ 

26 

フェニックス ' 

京都教員ク301 
山口教員団331 
栃の葉ク411 


， 10—10 、 
‘ 12—11 1 
'12—8 、 
‘13—11, 


21東京教員 


U 9 広島教職員 


,12 — 10 Vo ぁかぎクラブ 
)/ (群馬） 


‘ 10— 10 > 
13—7 \ 
‘15— 12 ノ 
r 17— 8 \ 
、 19— 16 ノ 
f 12—7 ' 

、14—12 ; 
'13—4 N 
く 16——9 ; 


19熊本教員ク 

24岩手教員ク 

わかくさクラブ 
19 ( 奈良） 
茨 城 

113 コンドル ズ 

115富山教員 
19一一7 \ ポルシェクラブ 


r 10— 5 ' 
.15—10, 


,25—7 > 
' 12—13 、 
、13—11ノ 
， 20—10 、 
、19—3 ノ 

，1卜11、 

^ 15—13 , 


114 


24 


(千葉） 
埼 玉 
ライオンズ 

113静岡教員団 

124沖縄教員 
阪 


12— 12、大 
k 14—10 / イーグルス 


14—5 \ 

‘16— 12 ノ 

17— 12\ 
,16— 15 / 


17愛知教員 


27香川教員 


22一 7 \佐賀教員 
19—5 ) 葉 


隠 
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:員 

w 

ラブ 

i) 

I ク 

尋ク 
ラブ 

i ) 

城 
レズ 

〔員 

;ラブ| 

*) 

玉 

ンズ 

晒 


欠員 

阪 

ルス 

欠員 

欠員 

員 • 
隠 


►準々決勝 

/ 12—10 \ 埼 玉 
長野教員 25 し—ホフェニックス 

/ 12 —8 
岐阜教員 27 U — 10 


>8滋賀教員 
/ 12—11 \ 

埼教員ク2〇( 8 _._, )18 京都教員ク 
/ 17 — 8 \ 

枥の葉ク 2 8 I 7 山口教員団 

\ 11—9 ノ 


►準決勝 

/ 13 — 8、 

長野教員 26 し—:^ 

埼玉教員ク27(; 


23岐阜教員 


117栃の葉ク 


く女子〉 

► 1回戰 

群馬教員26| 

埼玉教員 i 
26 

白小鳩' 
山口県女子! 

ム 21 

教員ハンド ' 

► 2 回戰 

京都教員311 
白梅教員 


(岩手) 


181 


► 3位決定戰 


埼玉教員 

白小鳩 1 

愛知教員 
, 23 

女子クラブ 

岐阜教員21 

ドト卞栃の葉ク 

V 10— 12 ノ 


7 P T C 6 

►決勝 


►準決勝 

培玉教員ク37 

(=) 23 長野教胃 

京都教員35 

[優勝メンバー • 埼玉教員ク〕監督/ 

宮沢則夫選手/大崎保教，宮沢則夫， 

愛知教員 
, 23 

女子クラブ 


田中英俊，岩本明，池田勝，山中浩， 
鄱引智，谷井智康，野平健二郎。 

▽ベストセブン 

* G K 大崎保教（埼玉教員ク）初 
，ド P 池田 勝（埼玉教員ク）初 
綿引 智（埼玉教員ク）初 
矢島富士雄（長野教員ク）初 
岩下道範（長野教員）初 
加藤元則（岐阜教員）初 
武斐一浩（栃の葉） ④ 


►3 位決定戰 

埼玉教員 


白小 

►決勝 


鳩 


15—7 ' 
‘11—4 / 
13—8 ヽ 
,13 — 9 , 
' 10—6 、 
,11-7 y 

10—4 、 
,21-5 , 
，6 — 6 ' 
,12—10 メ 

'18—3 、 
、13 — 8 y 
'16- 


111北海道教員 
兵庫教員 


17 


ば 


風見鶏ク 
、茨苑クラブ 
(茨城） 


6—7 、 
^-9 ) 


9群馬教員 

16神奈川教員 

11千葉クラブ 
山口県教員 


.211 


18—4 
,17—5 
， 9 — 9 
,14—9 

' 11— 5 

IQ — 6 


16 , 

女子ハンド 

9白梅教員 
埼玉教員 


118 


白小鳩 


|11白梅教員 


京都教員28 


14—8 \愛知教員 
,14^6 ) 女子クラブ 
〔優勝メンバー • 京都教員〕監督/西 
沢金作選手/畑添真由美，山本圭子， 
矢野弥生，池上由美，山戸妙子，藤田 
みゆき，渡辺衆子，谷坂葉子，中尾香 
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代，小橋阿紀，大野美加，森佳代子， 

多田幸。 

日新製鋼17< 

11—10 

6 — 5 

▽ベストセブン 

• GK 畑添真由美（京都教員） 

初 

湧永製薬30< 

16—3 

,14—2 

• F P 

藤田みゆき（京都教員） 

④ 

►準決勝 



小橋阿紀（京都教員） 

初 

大崎電気27丨 

13—9 


天野優子（愛知女ク） 

② 

‘ 14—11 


富田幸代（愛知女ク） 

② 

湧永製薬27< 

13—6 


石井佳代子（埼玉白小鳩）初 

‘14—8 


堀米久美子（白梅教員） 

初 

〈順位決定戦〉 



15 本田技研 
鈴 鹿 

トョタ 
5 車 体 


20大同特殊鋼 


14 0新製鋼 


第29回 

全日本実業団選手権 

(男子の部） 

昭和63年6月24日〜26日 
(大阪 • 大阪市中央体育館） 


► 1回戦 


三 景221 

卜3 夕/ 
25 

自動車、 

本田技研/ 
291 

鈴 鹿、 


10— 8 \ 
12—12 / 
16—10 \ 
9—14/ 
15—5 \ 
14—8 / 


20中村荷役 

24竹芝精巧 

本田技研 
13 熊本 


►1 回戦 

本田技研 


25 


熊 本 

三陽商会26 

日新製鋼26 
卜 3 夕 

23 

車 体 

► 2 回戦 

大崎電気29 


12 — 8 \ 

17中村荷役 

,13— 9 ノ 

( 13— 5、卜 a 夕 
^13— 7 ノ自動車 

( 


12 - 13 ) 2 4： 

14— 11 ノ 


景 


0芝精巧 


16 —7) 19 本田技研 
13—13 ノ熊 本 


大同特殊鋼23 

\ 11 


12—8 \ 
-7 ) 


15三陽商会 


/13 — 5 \ トヨタ 
三陽商砉 27 し， 13 .. ル 

V 14— 8 ノ車 体 

►11 位決定戰 

/ 11— 4 \ 

竹芝精巧21 1 1() _ 13 j 17中村荷役 


►9 位決定戦 

卜 3 夕/ 10—9 \ 

211 20： 
自動車\11一11ノ 

► 7位決定戦 


里 

兄 


本田技研 /10— 8 \ トヨタ 
熊 本 (8 — 9 ノ車 体 

►5 位決定戦 


鈴 鹿 \1〇-8 


>12三陽商会 
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► 3 位決定戰 

/ 12—10 \ 

大同特殊鋼25 ( 13 一 13 ) 23日新製鋼 

►決勝 

( 14—8 \ 

湧永製薬 23 ( 9 n ) 19 大崎電気 

[優勝メンバー • 湧永製薬〕監督/服 
部秀人選手/徐義輝，井藤英忠，多 
田恵久，酒卷清治，河原隆雄，玉村健 
次，堀田敬章，志賀良弘，中川英二， 
長沢純平，荷川取義造，奥田新治，楹 
原隆雄，鎌塚和彦，小崎隆。 

▽ベストセブン 


- G K 井藤 

英忠（湧永） 

④ 

• F P 玉村 

健次（湧永） 

② 

荷川取義浩（湧永） 

初 

奥田 

新治（湧永） 

初 

河原 

隆雅（湧永） 

初 

山本 

興道（大崎） 

② 

宮下 

和広(大崎) 

③ 


第29回 

全日本実業団選手権 

(女子の部） 

昭和63年5月13日〜15日 
(愛知 • 半田市体育館） 


► 1回戦 


I U K 127 
ジャスコ 27 


15—9 

12—15 

12—7 

15—6 


>24ソニー国分 
^13北国銀行 


大和銀行17 
ブラザー 

33 

ェ 業 

► 2 回戦 

大崎電気34 


ジャスコ 25 


大和銀行22 
シャト 

25 

レー ゼ 

►敗者復活戰 

日 本 
、 34 

ビクター 

北国銀行28 

立石電機 
山鹿 24 

日立栃木26 

►準決勝 

大崎電気37 


大和銀行26 



V 13— 15 ノ 
「11—11) 
11—11 
1 — 2 
\2~lJ 

2 P T C 0 

\ 10—n ノ 

( 12_6 ) 

\ 13— 12 ノ 


V 15— 4 ノ 
\ 16— 9 ノ 

に 2 — 6 ) 

\ 12-8 ) 

ひ 4 — 7 ) 

\ 12-6 / 

/ 19—12 \ 

V 18— 12 ノ 

A 4— 8^ 
8—14 
3 — 2 

U — 2 J 

2 P T C 1 


13 


日 本 
ビクター 


8ムネカタ 


24 J U K I 


25日立栃木 


立石電機 

27 

山 鹿 
ブラザー 

18 


9 ソニー国分 


14ムネカタ 


14 J U K I 


13 


ブラザー 
ェ 業 


24 ジヤスコ 


26 


シ 

レ 


ヤ 


ゼ 
















►11•12 位決定戰 

( 19 — n \ 

ムネカタ 

10— 14 ノ 


► 9 • 10位決定戰 

日 

ビクタ 

►7• 8位決定戰 


本 28 ( 14 — 11 )19 北国銀 

一 \ l 4 — 8 ノ 


J U K I 25 ( 118 

V12-8 / 


. 12—8 

►5• 6位決定戰 
立石電機 
山 鹿 
►3• 4位決定戰 

シャト」 8—11) 


ェ 


行 


業 


/ 9 —12 \ 、ぉ-」 

22 ) 18日：^栃木 

Vl 3— 6 ノ 

決定 S 

卜 ( 

22 

ぜ V : 


‘ 14— 6 ノ 


17ジヤスコ 


►決勝 


/ 22—12 \ 

大崎電気37 27大和銀行 

\ 15—15 / 

〔優勝メンバー • 大崎電気〕監督/佐 
藤章治選手/佐々木和子，宗片美智 
子，森田初美，松尾輝子，須永光恵， 

前川美弥，梅原直美，江口喜栄子，野 
田恭子，鈴木美佐，金玉花，福井幸代, 
尹秉順，香川美和，小松沢里恵。 
▽ベストセブン 


• GK 増見美果（大和） 初 

• F P 金 玉花（大崎） ② 

尹 秉順（大崎） ② 

松尾輝子（大崎） 初 

丸田紀子（大和） 初 

王 凱萍（ジャ） 初 

海道元子（シャ） ② 


第20回全日本実業団 
卜ーナメント大会 

平成元年2月10日〜12日 
(大阪 • 大阪府立体育館） 


► 1回戰 

三 景26 


アイシン 
精 機 

新日鉄 
大 分 



日鉄建材34^ 
セントラル / 

_35 

自動車、 


J U K 128 


コスモ/ 

26 

石 油、 

本田技研^ / 
^30 

爽風会、 
中村荷役35 | 


13—2 \ 
13—9 / 


不戦勝 


13—12、 
12—10 / 

19— 8ハ 
15—6 / 

15— 7 \ 

20— 5 / 
12—9 \ 

16— 8 / 
11—13 \ 
15—10 / 
15—4 \ 

15— 7 / 

16— 5 \ 
19—7 / 


11興亜石油 

自衛隊 
勝 田 

日 本 

22 耐酸壜 

14三井石化 


12北陸電力 
住友金属 


17 


23 


11 


和歌山 
新日鉄 
名古屋 
山陽国策 

‘パル 


プ 

12三和銀行 


出雲千葉30 
大阪ガス39 
日本電.装25 


16—10、 
14—9 / 
18—5 \ 
21—10 / 
20—- 9、 
5—11/ 


19神戸製鋼 

日 本 
15 原子力 

20徳山曹達 
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: t 


田 


30 


自動織機 

日本発条 17 に. 

/ 14—11 ’ 

ワールド 27 

\13~9 

竹芝精巧べ;コ 

^2回戦 

兰 景34 

日鉄建材29 

セントラル 


/ 14—12 \ 

V 20— 8 / 

ひ 7 — 7 ) 

V 12— 10 ノ 


自動車 23 

本田技研 
^40 

爽風会 
中村荷役37 

!■! 本電装21 
豊 田 


自 

衛 

隊 

18 

久 

里 

浜 

金 


沢 

16 

市 

役 

所 

N 

K 

K 

27 

福 


山 

18豊田合成 

ア 

イシ 

ン 

20 

精 


機 

新 

日 

鉄 

14 

大 


分 

16 J 

U K 

I 

二/ 

ス 

モ 

12 

石 


油 

13出雲千葉 


自動織機 

► 3 回戦 

景34| 

本田技研 I 
27 

爽風会 ' 
日本電装28 

竹芝精巧25 


. 12 — 10 , 

， 10—9 ' 

‘13 — 7 ノ 
r 25—4 N 
,15-8 , 
r 19—6 ' 

,18-7 , 

^ 10— 8 N 
, 11-10 > 

11— 5 \ 

か M ) 则本発条 
' 17—10 \ 

18日鉄建材 

、17—8 ノ 

10—11、セントラル 

J 22 


118大阪ガス 


17—12 

广 10— 16 
(18— 8 . 

(13-11 24 


自動車 
24中村荷役 


田 

自動織機 


►準決勝 


本田技研_ 
爽風会 


30 


日本電装27 

► 3位決定戰 

竹芝精巧30 


广 15 — 15 、 
11—11 
2 — 2 
V 2 — 1 ノ 
( 12— 11、 
、 15 — 15 , 

( 13 — 16 、 
< 17 — 12 , 


19三 


景 


26竹芝精巧 


128： 


景 


25日本電装 


►決勝 

本田技研 ^ 20—12ヽ 
爽風会 \ 18—13 ; 

〔優勝メンバー • 本田技研爽風会〕監 

督/玉井良明選手/三宅敏之，平山 
道昭，香西武彦，弥吉圭 一， 関根和彦， 
平松茂雄，東耕二，松下義文，山下正， 
金沢成和，高木俊明。 


第17回 

全国中学校大会 

昭和63年8月2彳日〜24日 
(ネ国島 • 福島市） 


く男子〉 

► 1回戦 

東 陵 
(愛知） 
松 橋 
(熊本） 


21( 

<10— 8 ' 


津 


ノ 

/ ( 石 

川） 

26( 

， 13—7 、 

卜朝霞 

:五 

\ 

、13—10 ノ 

/ ( 椅 

玉） 
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香川一 〆 8 — 7 、内郷一 
(香川)\12—4 ノ (福島) 
大体大附 ( 9-6 ) 18 深 浦 

(大版） 21 U 2— 12ノ （山 口） 

国立 一 /12— 4 \ 操 山 

(東京) 23 V 11— 5 ノ 9 ( 岡山） 

小 部 J 12 一 Mu ® 川 

(兵庫） V 10— 7 ノ （三重） 

信 夫 lJ 10 — 2 し 湯 川 

(福島 ）V 8 — 5 ノ （北海道） 
浦 添 / II — 6 \氷見南部 

(沖縄） 23 U 2 — 6 ノ (富山) 

► 2 回戦 

松 橋 18 ( ) 15 東 陵 

/ 8 — 8 \ 

大体大附21( 13 _。 ）14 香川一 

小 部201 j 10国立一 

/ 12 — 4 \ 

浦 ^ 23 ( n _ 10 ) 14 « 夫 

►準決勝 

( 1〇 — 7 \ 

) 15大体大附 
12-8 / 


敬，氏原智巨，岩崎直人，村上智宏， 

増田光信，古賀貴，平井昌徳，山口英 
樹，森山透，岩崎雅英，米満政佳，岩 
永裕樹，斉藤靖典。 

く女子〉 

► 1回戦 

富 山广 3 —1 、西桩川 
(岡山） 1 % 7 — 4 /(三重） 
小 杉, 9 一 7 \ 都呂々 

(富山）、11—1〇 ノ （熊本） 

二 瀨 f 8 — 2 、青 葉 

(福島）\13一3 ノ （北海道） 

西中原飞广 11 — 9 ) 18 上 町 

(神奈川)、15— 9 ノ （大阪） 

明 W l7 ( 6 ~ 6 ) i2 JX 河 

(大分）6 ノ （山 口） 

牧の池 ( 9一 4、岩井南 
(愛知う 16 、 7— 11ノ （茨城） 

山 田24( 7、18中 田 

(香川) 24 \ 13— 11/ (宮城) 
大 瀨 (5 — 5) 1〇 御 幸 

(奈良） 111 —5 ノ （石川） 

► 2 回戦 


/6 —7ヽ 


浦 

添 25 

10—9 

4 — 2 

、5 — 2 ノ 

20 小 

部 

►決勝 





松 

橋 231 

( 9—11、 

V 14- 8 メ 

)19 浦 

添 


〔優勝メンバ_ • 松橋中〕監督/平井 
徳一選手/米村敬，鶴崎博之，大野 


富 山 18 し— 7 J 17 小 杉 

/ 15 —ハ 

西中原 26 14二 瀬 

V 11—1〇 ノ 

明 野12( 5 — )8 牧の池 

/ 14 — 9 \ 

大 瀬 2 ェぐ？ — 6 ) 15 山 田 


J- 
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►準決勝 

/ 10—10 \ 

西中原 2 i ( n — 6 Ji 6 畐 山 

/ 6 — 6 \ 

m 野 1 6 ( 10 _- )n 大 瀬 

►決勝 

/ 10— 6 \ 

明 野18( _ 7 Jl 3 西中原 

〔優勝メンバー • 明野中〕監督/幸政 
則選手/遠竹純子，前川久美子，実 
川和美，甲斐万起子，古宅東華，児玉 
美保，淸水美妃，森山陽子，三浦智美， 
酹 m 志穂，木原彩，吉永江里子，長田 
京子，松本麻記，足立容子。 


第15固 

全国高專選手権 

昭和63年8月6日〜7日 
(熊本 • 県立体育館） 


► 1回戦 

I ' n _ 3 \ 

大阪府3124 f J 12秋 田 

富 山 21 G 卜 D 1〇 東 京 
和歌山27( 11_1()> )20岐 阜 

V 16— 10 ノ 

► 2 回戦 

大阪府立22〇 2 : 4 )14 桐蔭学園 
富 11127 (. )15 北九州 


广 / 13—12 \ 

H 36 ( 2 3- ls ) 30 - 田 

八 代25( 8 )22 和歌山 

\ 16—14 ノ 

►準決勝 

— -/ 1〇 — 5 \ 

畕 山 19 ( 9— 1〇 ) 15 大阪府立 

s 1 10—13 \ 

八 代22 18 呉 

^12— 5 ノ 

►決勝 

八代 21 UD 13 富山 

〔優勝メンバー • 八代〕監督/山 ロー 
郎選手/木下武大，井上保輔，守谷 
泰範，上村康範，園田憲作，内村友重， 
蒲原新一，丸塚商司，山田貴光，池田 
清二，田中誠治，平野和彦，堀内敏光， 
城本政一。 


第8回 

全国クラブ選手権 

昭和63年8月彳3日〜15日 

(愛媛•総合運動公園体育館、松山市 

総合コミュニティセンター体育館） 


〈男子〉 

►予選リーグ 
〇 A ゾーン 

大 同ク 1() ( 7 一 7 、ラージ ェ スト 

(•愛知） U 2 —5 ノ 1 ( 東京） 


，英岩 


々 


葉 


町 ^ v P . 


南 


田}幸 


杉 瀬 


池 


田 


49 












J 


50 














小松ク — 118富岡ク 


. 11 — 11 . 


日川ク之^ 11 ™ 8 

一1ノ 


\ 13—12 , 


戸 

ユニオン 


/ 16—8 \ 

桜門ク29 m ^ 21讃岐ク 

\ 13—13 ノ 

► 2 回戦 

_ / 14—5 \ 

大同ク 26 に M 高知ク 

V 12— 9 ) 

( 10—10 \ 

氷見ク23 20小松ク 

\ 13—10 ノ 

/ 9 一 10 \ 

本田ク21 18日川ク 

\ 12—8 ノ 

浦添ク28( )21 桜門ク 

— 1—8 ノ 


V 11- 


►準決勝 

氷 


^ / 11—10 \ 

見ク 22 ( u 一 Jl 7 大同ク 

/10— 9 \ 

浦添ク19 17本田ク 

V 9一8 ノ 

►決勝 

v „ / 15一11 \ 

浦添ク27 22氷見ク 

\ 12— 11 ノ 

〔優勝メンバー•浦添クラブ〕監督/ 

新垣健選手/高良靖，高良毅，黒島 
宜明，上原尚，名嘉賢雄,新垣志信， 
宮城剛，上原健，東江一二，新里泰司， 
喜舎場淳 一， 東江正作，比嘉勉，宮里 
隆二，宮城靖。 


9 


く女子〉 

►予選リーグ 
〇ィ • ゾーン 

あゆみク 
(三重） 

〇口 • ゾーン 

滋賀ク^ 
(滋賀 ） 16 1 

滋賀ク14 | 

0 H B 
, 22 
M I Z 1 

〇ハ.ゾーン 


U ^/1 〇 -2 
(群馬）\ 4 — 4 


2 — 3 、 

小松ク 

7-4 t 

ノ （ 石川） 

8 — 5 、 

\ 0 HB•M I Z 
卜(大分) 

8 — 5 t 

8 — 4 、 

、日川ク 

6-7 t 

/ 1a (IU «) 

11—2 、 

11—9 メ 

)11 日川ク 


天城ク13| 

今治南ク12 ( 

〇二.ゾーン 


8 — 2 
5 — 7 
5 — 7 
7 — 4 


9 


今治南ク 
(愛媛） 
東京女子 


広島 ク13(ァ— 

V 6— 


(広島） 

広島ク21 


6 

8 — 6 
13—1 
7 —1 


オール 香 川 14( 

〇ホ • ゾーン 

全ネ虽岡 / 9 一 5 \ 
(福岡） 18 1 9-3 ) 

) 


9 — 2 
5 — 2 


(東京） 
11東京女子 


オール香川 
112 ( 香川） 
緑商ク 
17 (愛知） 

I 6緑商ク 


全福岡 14 j 


t 徳山ク 
'(山 口） 
オレンジク 
(栃木） 


ク 


ク 


ク 


ク 


会 


会 


ク 


フズ 


ク 


ク 


ク 


51 







徳山ク16 




4 オレンジク 


►決勝トーナメント • 1回戦 

/10— 7、 


0 H B 


M 


Z 


22 


小松ク14 

► 2 回戦 


8—11 
1—1 
V 3 — 2 ノ 

㈡ 


21徳山ク 


11今治南ク 


広島 ク 17 ( il — 7) 14 天城ク 

オール香川111 5 _ j 10滋賀ク 


0 H B 
M I 


16 


(I 


— 6 


9 — 6 


112あゆみク 


(：：；) 


6小松ク 


全福岡16 

►準決勝 

/10— 8 \ 0 H B 

広島ク22( )16 


全福岡11 

►決勝 


12—8 


に:) 


M 


Z 


6オール香川 




-2 


全福岡17( _ 110広島ク 

〔優勝メ ン バー • 全福岡〕 監督/水上 
秀憲選手/上野真木子，沢辺彰子， 
今村理子，松田弘子，薮田典子，妹川 
須美子，田中章子，尾木清美，田口恵 
美子，橋本佳子，長沢小百合，篠崎規 
子，横瀬かほる。 


第1回 

全国小学生大会 

昭和63年8月18日〜20日 
(京都府田辺町） 


く男子〉 

► 1回戦 

八代スポ少 /7~1 

( 富山 ）V 4 — 4 

三角東小：8 — 〇 

( 熊本 ）V 4^1 

大宮北小 9 ^ 3 — 6 

( 栃木 ）\ 6 — 2 

和歌山市 HB / 9—3 
13 

教室 ( 和歌山 ）V 4-6 

► 2回戦 

沢岷 ^ 1〇 / 4-2 
、 12 

( 沖縄） V 8-5 
貞教 HB 教室 / 2 — 4 
( 京都 ）V 4~1 
田辺町選抜 / 7—1 
( 京都） V 8-3 

三角娜し 

*«小14( 7 — 2 

八幡市選抜 ^ 3 — 6 

( 京都） V 8 — 2 

田辺東小 ( 7 — 4 
、 1 〇 

(京都 \ 3-5 


守谷ク A 
5 (茨城） 
真弓ク 
(奈良） 
小林小スポ 
8 少（宮崎） 
瀬戸オールス 
ターズ(岡山） 

八 代 
スポ少 
愛知 HB 教室 
5 (愛知） 
岩手大附小 
4 ( 岩手） 
向島南小 
3 (京都） 
貝塚 バーディ 
4 -ズ(大阪) 
三重選抜 

8 (三重） 
王子保 HB ク 

9 ( 福井） 
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守谷ク B / 3 — 3 
(茨城） 1 % 7 — 2 

► 3 回戦 


沢岷ク20( 
三角東小191 
大宮北小151 
田辺東小19 ( 


10—2 
10— 1 
12—1 

7 — 6 
5 — 2 

10— 3 

11— 3 

8 — 9 


►準決勝 


三角東小17 
田辺東小12 


7 — 2 
10—5 
7 — 3 
5 — 3 


►3 位決定戦 


\和歌山市 HB 
/教室(和歌山) 

ド 教 

ノ H B 教室 

j 7田辺町選抜 
)5 八幡市選抜 
>2守谷ク B 

p 沢岷ク 
16大宮北小 


沢岷ク14 t 8 — 5 >2大宮北小 

►決勝 

三角東小17 j 8田辺東小 

\ 11 —' 8 ノ 

〔優勝メンバー.三角東小〕監督/田 
口敏治選手/波村大悟，山下隼人， 

岩崎崇，井場友和，宮田省二，波村光, 
池田大輔，松島義輝，内田耕人，内田 
伸彦，千原誠児，中田，洲崎悦生，松 
波朝憲0 


〈女子〉 

►1 回戦 

網津 / h 2of U ~ 5 ) 大宮北小 
(熊本）^ 9 — 2 ^ (栃木） 


愛知 HB 教室 /12— 9 
(愛知） 18 \ 6 — 6 


C：：) 


田辺小 
(京都） 
守谷ク A 
(茨城） 
八幡市選抜 
(京都） 
三佐ク 
(大分） 
窪スボ少 
(富山） 
沢岷ク 
(沖縄） 

► 2 回戦 


13 


8 


4 — 0 
3 —1 

(：：：) 
1 


27 


24 


27 


網津小221 


2 — 2 
/15— 0 
\ 12—0 
/13— 1 
\11—〇 
/ 10—1 
117 —0 

10—1 

12—2 


守谷ク A 16| 


7- 


佐 クィ 13 ^ 
\ 12—2 


沢胝ク11 
►準決勝 

網津小12 

三佐ク15 

►3 位決定戦 

沢岷ク11 


C ： 


4 


15 真弓〃 
(奈良） 
瀬戸オールス 
1 夕-ズ(岡山) 
小林小スボ 
少(宮崎) 
笠松スポ小 
3 (岐阜） 

^守谷ク B 
(茨城） 
向島南小 
1 (京都） 
三重選抜 
1 (三重） 

愛 知 
3 H B 教室 

5田辺小 
2八幡市選抜 
10窪スポ少 


/ 7 — 4 
\ 5 —1 
/ 9 — 2 
\ 6 — 3 


( 


8 — 3 
3 — 3 


5守谷ク A 
5沢胝ク 

6守谷ク A 
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►決勝 

三佐ク 9 I 5 _ 3 ) 6 綱津小 

〔優勝メンバー • 三佐ク〕 監督/松井 
光選手/小野彩香，上野亜香利，赤 
山祐美，清水好美，池永麻樹，石崎元 
子，法華津安曇野，阿部しず代，高橋 
加奈子，釘宮志帆，阿部加奈子，河村 
みはる，山口枝里，エ藤美香，菅しの 
ぶ，山口裕子，上野真弓，徳田，重松 

J-L/ii'o 


ブロック • 
チャンピオンズ 


◊第28回北海道総合室内選手権 

•男北海道大 
•女北海道選抜 
◊第 25 回東北総合室内選手権 
•男白亜クラブ（岩手） 

•女聖和学園高（宮城） 

◊第35回関東選手権（男子のみ） 

大崎電気（埼玉） 

◊第40回東海選手権 
•男本田技研鈴鹿（三重） 

•女ジャスコ（三重） 

◊第28回東海室内選手権 
•男本田技研鈴鹿（三重） 

•女 ブラザー エ業（愛知） 

◊第33回中国一般選手権 
•男湧永製薬（広島） 

•女（第 16回） 広島クラブ（広島) 


◊第38回四国選手権 

•男讃岐クラブ（香川） 

•女オール香川(香川) 

◊第24回九州一般男子選手権 

浦添クラブ（沖縄） 

◊第27回（女子第8回）五大都市体育 
大会 

•男京 都 
•女京 都 


昭和63年度地域国体 


◊北海道 

•成年男子北海道学生選抜 
女子上磯クラブ 
•少年男子函館選抜 
女子函館選抜 

◊東北/ 

•成年男子 I 白亜クラブ（岩手） 

男子 n 東北学院大 ob (宮城) 
女子 ムネカタ（福島） 

• 少年男子 全青森（青森） 

女子 全宮城（宮城） 

◊北信越 

•成年男子 I 全富山（富山） 

男子 n 全富山（富山） 

女子 北国銀行（石川） 
•少年男子 全富山（富山） 

女子 石川選抜（石川） 
◊関東（勝者決定は1部門のみ） 
•成年男子 I 大崎電気（埼玉） 
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◊東海 




•成年男子 I 

本田技研鈴鹿(三重） 


各地学生リーグ 

男子 n 

本田爽風会 （_ 重） 



女子 

ジャスコ（三重） • 

◊北海道 


• 少年男子 

愛知選抜（愛知） 

• 春季男 

函館大 

女子 

愛知選抜（愛知） 

女 

北海道教大旭川 

◊近畿 


• 秋季男 

函館大 

•成年男子 I 

大阪クラブ（大阪） 

女 

北海道教大旭川 

男子 n 

大阪教員クラブ(大阪 ） . 

〇東北 


女子 

大和銀行（大阪） 

• 春季男 

岩手大 

• 少年男子 

大阪選抜（大阪） 

女 

東北福祉大 

女子 

大阪選抜（大阪） 

• 秋季男 

東北学院大 

◊中国 


女 

東北福祉大 

• 成年男子 I 

湧永製薬（広島） - 

0北信越 


男子 n 

山口県教員団（山口） 

• 春季男 

金沢大 

女子 

徳山クラブ（山口） 

女 

富山大 

•少年男子 

広島選抜（広島） 

•秋季男 

金沢大 

女子 

山口選抜（山口） 

女 

富山大 

◊四国 


•北信越学生選手権（第14回） 

•成年男子 I 

讃岐クラブ（香川） 

男 


男子]! 

讃岐クラブ（香川） 

女 


女子 

才-ル香川（香川） - 

◊関東 


• 少年男子 

新居浜エ高（愛媛） 

•春季男 

日 大 

女子 

今治南高（愛媛） 

女 

筑波大 

◊九州 


• 秋季男 

筑波大 

•成年男子 I 

浦添クラブ（沖縄） 

女 

筑波大 

男子 n 

大分選抜（大分） < 

0東海 


女子 

立石電機山鹿(熊本） 

• 春季男 

中部大 

• 少年男子 

熊本選抜（熊本） 

女 

中京女大 

女子 

熊本選抜（熊本） 

• 秋季男 

中部大 



女 

中京女大 


◊関西 

春季男大阪体大 




55 











女武庫川女大 
•秋季男大阪経大 
女大阪体大 

◊中四国 

•春季男山口大 
女広島大 
• 秋季男広島大 

女岡山県立短大 
◊九州学生選手権 
•男（第26回）福岡大 
•女（第13回）福岡大 


各地域高校選手権 


◊第39回北海道 

•男函館大有斗 
•女函館女商 
◊第4〗回東北 
•男聖光学院（福島） 
•女大曲農（秋田） 
◊第24回北信越 
•男高岡向陵（富山） 
•女小松市女（石川） 
◊第34回関東 
•男横浜商工（神奈川） 
•女昭和学院（千葉） 
◊第35回東海 
•男中 京（愛知） 
•女清水西（静岡） 
◊第31回近畿 
•男此花学院（大版） 
•女四天王寺（大阪） 


◊第39回中国 

•男岩 陽（山口） 
•女岩国商（山口） 

◊第37回四国 
-男 
■女 

◊第38回九州 

•男熊本市商（熊本) 
•女熊本女商（熊本) 


各地域中学校大会 


◊第17回北海道 

•男 

•女 

◊第〗7回東北 
•男 
•女 

◊第9回北信越 

•男 

•女 

◊第17回関東 

•男国立一（東京） 
•女西中原（神奈川） 
◊第19回東海 
•男東 陵（愛知） 
•女牧の池（愛知） 
◊第37回近畿 
•男小 部（兵庫） 
•女大 瀬（奈良） 
◊第16回中国 
•男深 浦（山口） 
•女富 山（岡山） 
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◊第 17 回四国 

•男香川一（香川） 
•女山 田（香川） 
◊第〗7回九州 
•男松 橋（熊本) 
•女明 野（大分) 


各地域実業団選手権 


◊第13回関東 

•男三陽商会（東京） 

•女（第5回）大崎電気（埼玉） 

◊第24回東海 

•男本田技研鈴鹿（三重） 

•女 ブラザー エ業（愛知） •ジャス 
コ（三重） 


各地域クラブ選手権 


◊第11回東北 

•男花巻クラブ（岩手） 

•女全和洋クラブ（秋田） 

◊第18回関東 

•男日川クラブ（山梨） 

•女日川クラブ（山梨） 

◊第19回東海 

•男大同クラブ（愛知） 

•女ジャスコあゆみクラブ(三重） 

◊第18回近畿 

•男 

•女 

◊第17回九州、（女子のみ） 

全福岡（福岡） 
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1388年度 

国際大会成績 


ソウル■オリンピック 

〜男子〜 

「1988年9月20日〜1 
LlO 月1日•スーウオン」 


ユーゴ 
アルジェリア 
アメリカ 
アメリカ 
スウヱーデン 
アルジェリア 
アルジェリア 
アイスランド 
アメリカ 
ユーゴ 


•予選リーグ1組 

ソ 

連 

24^18 

スウェーデン 

21—18 

アイスランド 

22—15 

ユ ー 

ゴ 

31—23 

ソ 

連 

22—18 

アイスランド 

22—16 

ユ ー 

ゴ 

23—22 

スウェ， 

ーデン 

20—14 

ソ 

連 

26—14 

アイスランド 

19—19 

スウ i 

ーデン 

27—11 

ソ 

連 

26—13 

アルジ 

エリア 

20—17 

ソ 

連 

32—19 

ユ - 

-ゴ 

25—21 


アメリカ 
アルジェリア 
アメリガ 
アイスランド 
スウェーデン スペイン 


22— 20 ハンガリー 

14—10 \ M 

18 日 本 

11— 8 ノ 

20—17 スペイン 

19一 16 ハンガリー 

23— 22 東ドイツ 

13_5 本 

‘ 12— 14 ノ 


; 〇 二 1 ) 19 日* 


21—20 

ス 

ペイ 

ン 

29—28 

チ 


ゴ 

26—16 

ス 

ペイ 

ン 

24—21 

チ 

エ 

3 


18—11 \ レ 

24 日 本 

15— 13 ノ 

13_7 ) l 70 本 

8 — 10 / 

23—20 韓 国 


〔順位〕①ソ連②ユーゴ③スウェーデ 
ン④アイスランド⑤アルジエリア⑥ア 
メリカ 

•同2組 

韓 国 

東ドィツ 25 

チェコ 
チェコ"' 

韓 国 

スペイン 25 

ハンガリ ー22 

東ドィツ 
韓 国 

ハンガリー 

東ドィツ 
韓 国 33 

チェコ21 
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ハンガリー 18—17 東ドイツ 
〔順位〕①韓国②ハンガリー③チエコ 
©東ドイツ⑤スペイン®日本（25%ル 
ール適用） 

•11 〜12位決定戦 


ン，リマノフ，カルシャケビッチ，ネ 
ステロフ，スビリデンコ，ゴピン，チ 
ュメンゼフ，パ'シェリフ，シェフゾク 
アタヴイン，ノビッキー，シヤロバ'口 
フ〇 


スペイン21 

* 7 


本24( 8 — 11 )21 アメリカ 

V 16— 10 ノ 


10位決定戰 

/ II — 6 \ T ル 

[10— 9 
8位決定戦 

，12—13入 
11—10 


15 


ア 


東ドイツ28 


28 


アイ 
ラン 


ス 

K 


延長 

1—1 

1—1 

延長 

2 —1 

、卜2ノ 

3 P T C 1 

• 5〜6位決定戰 

スウニ /14—8 \ 

27 18チ x コ 

, V — 一 


デ 


13—10 ノ 


_ 3〜4位決定戦 

/ 12—13 \ 

ユーゴ27 23ハンガリー 

V 15—10 ノ 

•決勝戦（ソウル•オリンピック公園 
大ホール） 

17—11 
15—14 / 

〔優勝メンバー • ソ連〕 監督/ェゥト 
シェンコ選手/ * GK チュマク，ラ 
フロフ，ドロシェンコ， _ FP ツチキ 


ソ 連32丨— —)25 韓 


国 


〔日本代表〕 監督/野田清コーチ/ 
津川昭選手/ _ GK 井藤英忠，矢 内 
浩，橋本行弘， * FP 西山清，山本興 
道，玉村健次，荷川取義浩，首藤信一， 
藤井泉，高村誠一，立木浩二，田口隆， 
宮下和広，奥田新治，山村敏之 。 J 〇 
c 派遣コーチ/佐藤要二，同補助役員 


/槁敏。 

〔個人得点ベストテン〕 

① 姜 在源（韓国） 49 

② ボルシャルト（東ドイツ） 42 

③ 玉村健次（日本） 34 

④ アラソン（アイスランド） 33 

⑤ 李 相孝（韓国） 31 

イバンクチク（ハンガリー） 31 

ポルトナー（ユーゴ） 31 

⑦ マロ シ （ハンガリー） 30 

⑧ ブョビッチ（ユーゴ） 29 

ツチキン（ソ連） 29 

⑨ ゴス（アメリカ） 28 

山村敏之（日本） 28 

⑩ 金哉奐（韓国） 27 


〔歴代オリンピック • メダリスト〕 

* 1936 (ベルリン，11人制）①ドイツ 

©オーストリア©スイス 

• 1972 ( ミ ュンヘン）①ユーゴ ② チェ 

コ③ルーマニア ※日本11位 
• 1976 (モントリオール）①ソ連②ル 


4 
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—マニア③ポーランド※日本9位 

• 1980 (モスクワ）①東ドイツ②ソ連 

③ルーマニア 

• 1984 (ロサンゼルス）①ユーゴ②西 
ドイツ③ルーマニア※日本10位 


ソウル*オリンピック 


p 988年9月21日〜〕 
し9月29日 •スーウオン」 


◊予選リーグ_1組 


韓 

国 

33- 

-27 

チ 


TL 

a 

ユ ー 

ゴ 

19- 

-18 

ァ 

メ 

リ 

力 

チュ 


33—19 

ァ 

メ 


力 

ユ ー 

ゴ 

22—19 

韓 



国 

韓 

国 

24- 

-18 

ァ 

メ 

] ) 

力 

チ エ 

コ 

21—17 

ユ 


一 

ゴ 


〔願位〕 ①韓国②ユーゴ③チェコ④ア 
メリカ（25%ルール適用） 


• 2組 


ソ 

連 

24- 

-19 

中 国 

ノルウニ 

[一 

34- 

-14 

コ-卜.ジボア-ル 

ソ 

連 

33—19 

コ-卜•ジボア-ル 

ノルウ•: 

L 一 

22—20 

中 国 

中 

国 

37- 

-12 

コ-卜.ジボア-ル 

ソ 

連 

19—19 

ノルウェー 


〔順位〕①ソ連②ノルウェー③中国④ 
コート•ジボアール（25%ルール適 
用） 

• 5〜8位決定リーグ 

中 国 31—22 アメリカ 


チェコ 34—12 コ-卜•ジボア-ル 

アメリカ 27—16 コ-卜•ジボア'•ル 

チェコ 26一21 中 国 

〔順位〕⑤チヱコ⑥中国⑦アメリカ⑧ 
コート.ジボアール 
•決勝リーグ 


韓 

国 

23—20 

ノルウェー 

ソ 

連 

18—15 

ユ - 

-ゴ 

韓 

国 

21—19 

ソ 

連 

ノルウ 

エー 

20—15 

ユ - 

-ゴ 

〔順位〕 ①韓国②ノルウ 

エー ③ソ連④ 


ユーゴ 


〔優勝メンバ_ • 韓国〕 監督/高丙勲 
選手/ * GK 孫美娜，金栄淑，宋芝賢， 
• FP 金明順，金春礼，金賢美，李基 
順，奇美淑，李美英，成京花，金京純, 
石日文熹，任美璟，朴炫淑，韓玄淑。 
〔個人得点ベストテン〕 


①孫 

秀蘭（中国） 

36 

②ジョ 

ーンズ（アメリカ） 

35 

③何 

僉 IJ 萍（中国） 

26 

④キルスチク（ソ連） 

25 

⑤金 

春礼（韓国） 

24 

デュ 

リシ ノー バ（チェコ） 

24 

⑥ ガリ 

ッチ（ユーゴ） 

22 

⑦ミッ 

ト フン（ノルウェー） 

21 

陳 

珍(中国) 

21 


クラーモ （コート. ジボ アール） 21 


⑧金 賢美（韓国） 

20 

⑨ルパコーバ（チェコ） 

18 

成 京花（韓国） 

18 

スティーン（ノルウェー） 

18 

⑩ジガンコーヮ（ソ連） 

17 




60 













〔歴代オリンピックメダリスト〕 

• 1976 (モントリオール）①ソ連②東 
ドイツ③ハンガリー※日本5位 
* 1980 (モスクワ）①ソ連②ユーゴ③ 
東ドイッ 

• 1984 (ロサンゼルス）①ユーゴ②韓 
国③中国 


第7回世界男子選手権 
B グループ 

「1989年2月15日〜'! 

L 28 日•パリほか」 


•予選リーグ1組 


デンマーク 

27—19 

エジプト 

ポーランド 

26—23 

キューバ 

デンマーク 

27—23 

キューバ 

ポーランド 

32—17 

エジプト 

キューバ 

25—17 

エジプト 

ポーランド 

26—24 

デンマーク 

• 2組 

フランス 

27—18 

イスラエル 

オーストリア 

22—20 

スペイン 

スペイン 

21—19 

イスラエル 

フランス 

21—14 

ォーストリァ 

イスラエル 

21—18 

オーストリア 

スペイン 

19—18 

フランス 

• 3組 

ルーマニア 

25—16 

クウェート 

アイスランド 

20—12 

ブルガリア 

アイスランド 

32—14 

クウェート 

ルーマニア 

25—21 

ブルガリア 


ブルガリア 

22—18 

クウェート 

ルーマニア 

23—21 

アイスランド 

• 4組 

スイス 

22—16 

オランダ 

西ドイツ 

22—17 

ノルウェー 

西ドイツ 

26—14 

オランダ 

スイス 

22—18 

ノルウェー 

スイス 

18—17 

西ドイッ 

オランダ 

24—21 

ノルウェー 

•準決勝リー 

グ A 組 


フランス 

21—14 

ャュ ーノ ゞ 

ボーランド 

30—15 

イスラエル 

スペイン 

28—22 

デンマーク 

キューバ 

31—19 

イスラエル 

ポーランド 

27—21 

スペイン 

フランス 

23—21 

デンマーク 

デンマーク 

32—17 

イスラエル 

スペイン 

28—20 

キューバ 

ポー ランド 

27—24 

フランス 

〔順位〕①ポ 

ーランド②スペイン③フ 

ランス④デンマーク⑤キユ 

.ーバ©イス 

ラエル 

• B 組 

アイスランド 

23—21 

西ドイツ 

スイス 

24—20 

ブルガリア 

ルーマニア 

36—22 

オランダ 

西ドイツ 

23—21 

ルーマニア 

ブルガリア 

33—26 

オランダ 

アイスランド 

19—18 

スイス 

西ドイツ 

25—13 

ブルガリア 

アイスランド 

31—17 

オランダ 

ルーマニア 

16—16 

スイス 

〔順位〕 ①アイスランド②ルーマニア 
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③スイス④西ドイツ⑤ブルガリア⑥才 
ランダ 

•13 〜16位決定リーグ 


ェジプト 

25—23 

クウェート 

ノルウェー 

29—20 

オーストリア 

ォーストリァ 

20—20 

クウェート 

ノルウェー 

34—27 

エジプト 

オーストリア 

29—19 

エジプト 

ノルウェー 

29—22 

クウニート 

〔順位〕⑬ノルウェー⑭オーストリア 


⑮エジプト⑩クゥヱート 

*11 〜〗2位決定戰 

オランダ 28—26 イスラエル 

* 9〜10位決定戦 

キューバ 30—29 ブルガリア 

_ 7〜8位決定戦 

( 12—11 \ _ , 
デンマーク30 24西ドイツ 

V 18— 13 ノ 

• 5〜6位決定戦 

/ 10 — 8 \ 

フランス19 13スイス 

V 9-5 ノ 


ギルソン，ジョナソン，グリムソン， 
グンナルソン，グッドムンドソン ， G 
• スベインソン ， S • スベインソン。 

[個人得点ベストテン〕 

① Z •ツルジン スキー （ポーランド>42 


メイヤー（スイス） 42 

③ ラスミューゼン（アイスランド ） 39 

④ デブロウ（フランス） 38 

⑤ フラッツ（西ドイツ） 37 

⑥ コライルコフ（ブルガリア） 36 

ボウレ（フランス） 36 

⑧ ベルべシュ（ルーマニア） 34 

⑨ ステインガ（ルーマニア） 32 


J • F • ムニヨス（スペイン） 32 

〔歴代優勝国〕 

① (1977) スウヱーデン 

② （1979) スペイン 

③ （1981) ポーランド 

④ （1983) ハンガリー 

⑤ （1985) 西ドイツ 

⑥ (1987) ソ連※日本14位 


• 3〜4位決定戦 

/ 12—10 \ 

ルーマニア 31 24スペイン 

V 19— 14 ノ 


•決勝_ 


アイ 
ラン 



15 — 13 >6ポ-ランド 
14— 13 ノ 


〔優勝メンバー • アイスランド〕監督 

/コワルチャク選手/ • G K ソルバ 
ルダルソン，フラフケルソン，マルゲ 
イルソン， * FP マッテイエセン ， J 
•シグルドソン ， B •シグルドソン， 

ギスラソン，シゲルドセン，アラソン, 


第2固世界女子選手権 
C グループ 

「1988年10月26日〜 *1 


月1 

日，フランス」 

•予選リーグ1組 


アイスランド 

24—11 

ギリシャ 

フランス 

22—13 

ポルトガル 

スペイン 

17—10 

ポルトガル 

ポルトガル 

26—8 

ギリシャ 
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スペイン 

19—12 

アイスランド 

スペイン 

31—8 

ギリシャ 

ブランス 

16—12 

アイスランド 

フランス 

29—8 

ギリシャ 

アイスランド 

19—19 

ポルトガル 

フランス 

16—12 

スペイン 

[順位〕①フランス②スペイン③アイ 


スランド④ボルトガル⑤ギリシャ 


_ 2組 


ベルギー 

18—17 

イタリア 

オランダ 

19—18 

スイス 

スウェーデン 

16—12 

スイス 

オランダ 

15—8 

ベルギー 

スイス 

16—12 

ベルギー 

スウューデン 

30—10 

イタリア 

スウヱーデン 

29—9 

ベルギー 

オランダ 

29—16 

イタリア 

スイス 

24—17 

イタリア 

スウェーデン 

26—17 

オランダ 

〔順位〕①スウ 

エーデン②オランダ③ 


スイス④ベルギー⑤イタリア 

• 9〜 U ) 位決定戰 

イタリア 19—14 ギリシャ 

• 7〜8位決定戰 

ポルトガル 18—17 ベルギー 

• 5〜6位決定戦 

アイスランド 19—17 スイス 


第1回アジア男子 
ユース 選手権 

「1988年8月5日1 
L 〜15日.シリア」 


• 予選リーグ A 組 

シリア 27—22 パレスチナ 
台 湾 19—17 パレスチナ 

シリア 20—19 台 湾 

• B 組 

クウェート 31—20 イラン 
アラブ能国連邦 24—17 イラン 
クウヱ— 卜 22—16 アラブ首長国連邦 

• C 組 

カタール12( )11 日 本 

\ 6 — 4 ノ 

韓 国 20—15 カタール 

_ / 20 — 10 \ 

韓 国 33 18 日 本 

Vl 3— 8 ノ 

• 7 〜 9 位決定戦 

_ / 8 — 9 \ 

日 本 19 19 パレスチナ 

\ 11—10 / 

パレスチナ 25—23 イラン 
/ 10一10 \ 

日 本 23( 19 イラン 

\13-9 / 


• 3〜4位決定戰 〔順位〕 ⑦日本⑧パレスチナ⑨イラン 

スペイン 19一 17 オランダ • 決勝リーグ 


• 決勝戰 


韓 

国 

30—18 

ァラブ首長国連邦 

スウェ ー J 

( 9 — 8 \ 

シ リ 

ァ 

18—16 

カタール 

ザ ン H 

W ) 18 フランス 

クウェ 

ート 

35—22 

台 湾 



アラブ首長国連邦 

20—15 

カタール 
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韓 国 37—24 クウェート 

カタール 18—17 台 湾 

韓 国 33—19 シリ 了 

台 湾 31—19 アラブ能国連邦 

クウェート 25—18 シリア 

〔順位〕①韓国②クウヱート③シリア 
④ 台湾⑤カター ル⑥ アラブ首長国連邦 
〔日本代表〕 団長/伊藤和夫監督/ 
本田洋コーチ/早 川 清孝総務/美 
馬幸則選手/ _ GK 大橋一弘，須田 
洋介，四方篤， * FP 松本孝，藤井達 
也，豊島博世，花岡道治，谷村貴郎， 
後藤聡，関根和彦，弟子丸隆一郎，森 
本彰宏，中垣内孝生，石木歩。 


第7回世界男子ジュニア 
選手権アジア大陸予選 


◊極東地区 （3 月26, 28日•韓国) 


韓 

国41( 

f 21—9 ヽ 

、20—4 ) 

)13 日 

本 

韓 

国34( 

， 16—13 、 

、18—10ノ 

)23 日 

本 

〔日本代表〕 監督/早 川 清孝 

コーチ 


/東根明人，細木建夫選手/ • G K 
エ藤竜，比嘉薰，高木俊明， _ FP 三 
輪澄高，相馬栄司，林昌英，源内利之, 
川 崎啓三，大村耕一，中山剛，広瀬隆, 
鎌塚和彦，柏崎孝，熊谷秋透，長嶺毅 
志，岩本真典，加藤剛基。 


クウェート 17—17 カタール 

クウェート 16—15 カタール 

* アジア大陸代表決定戰 
韓 国 23—23 クウェート 

韓 国 22—20 クウェート 

(注)本大会は1989年10月（スペイン）〇 


1987〜883_ロッパ 
3大会決勝記録 

〔1988年4〜5月〕 


◊男子 

，第32回ヨーロッパ • カップ 


チェスカ* 

TUS EM •エ 

18—15 

モスクワ(ソ連） 

ッセン(西独） 

エッセン 21—18 

モスクワ 

(注)モスクワの優勝 

•第13回カップ • オブ 

• カップス 

TV •グロス 

スカ•ミンスク 

24—21 

バルス タット(西独） 

(ソ連） 

ミンスク 27—15 

グロスバルタット 

•第7回丨 H F カップ 

ダラニタス • 

21 一 20 

カウナス(ソ連） 

ミナウ-ル•バイア 

•メア(ル-マニア) 

メ ア 23—20 

カウナス 

◊女子 

，第27回ヨーロッパ • : 

カップ 

スパルタク 

ヒポ銀行 

16——14 

■ キエフ(ソ連） 

(オーストリア) 

キエフ 17—17 

ヒポ銀行 

• 第12回カップ • オブ 

• カップス 


_中東地区 
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クーバン.クラサ 

28—17 

バシヤス.ブダぺ 

ンドール(ソ連） 

スト(ハンガリ-) 

クラサンドール 

20—20 

ブダペスト 

•第7回1 H F カップ 


イグル•ビル 

34—20 

ブドクノスト.テイ 

ニウス(ソ連） 

トグラド(ユ-ゴ) 

ビルニウス 

32—22 

テイトグラド 


日韓交流定期戦 


◊第22回高校男子（第7回男子ジュニ 
ァ，横浜商工訪韓，8月，浦項） 

横浜商工 27—25 永 川 

永 東 32—29 横浜商工 

◊第15回高校女子（第7回女子ジュニ 
ァ，昭和学院訪韓，8月，浦項） 

昭和学院 20-17 亀尾女商 

仁川女 24—14 昭和学院 

◊第16回女子社会人（西日本実業団選 
抜訪韓，5月23〜31日） 

大鮮酒造 29—20 西日本選抜 

光州市庁 36-34 西日本選抜 

清州市庁 33—22 西日本選抜 

韓国造幣公社 29—22 西日本選抜 

仁川市庁 30—22 西日本選抜 


来日ナショナルチーム 

(1988 年4月〜1989年3月） 


◊アイスランド男子（1988年4月） 

団長/マグヌッソン監督/ コヮ ル チ 
ク コーチ / G •グッドムンドソン 
選手/ • G K ソルバルダルソン，クフ 
アラン， * FP マテ イエ セン ， J •シ 
グルドソン，グリムソン，スラインソ 
ン，グンナルソン，ギルソン，レイフ 
ソン，グッドムンドソン，シグルドソ 
ン，スベインソン，クリスチャンセン， 
ヒルマルソン，ヨナソン，オラフソン〇 

◊ユーゴ男子（1988年7月） 

団長/プピッチ副団長/ラーミッチ 
渉外/スノイ 監督/ アルスラナ ジッ 
チ コーチ/ グラバス 選手 / ,GK 
パシッチ，プシュ ニク， ベリッチ ，F 
P ル ニッチ， ヤラック，メ ミッチ， ス 
マイルジッチ，ペルコバッチ，プッチ, 
ポートナー，ブヨビッチ，サラセビッ 
チ，ナチノビッチ，プロキッチ。 

◊スウェーデン男子 （1988 年9月） 

団長/ストリヨーム監督/カールソ 
ンコーチ/ホルモビスト選手/. 
GK , M •オルソン，ヘルグレン，フ 
ランソン， * FP ヤールファグ，ヴイ 
ランダー，エクルント，リンドグレン， 
カーレンハヤス，カールソン ， B •ジ 
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ル セン， P •ジル セン， ショー グレン，清，藤井泉，高 村 誠 一0 
フランソン ， S •オルソン，ソールソ 




(注)本年度は女子の来日なし 


多摩市(東京)ハンドボール少 
年団男子韓国遠征 （1988 年4 
月） 

※試合記録未報告 

大崎電気女子（埼玉）ヨー 
ロッバ遠征 （1988 年4月） 




▽スウェーデン 


ギヨイフ•エ 






大崎電気 

26—19 

全日本男子ヨーロッパ遠征 




スキルスチナ 

(1988 年4月） 




大崎電気 

31—27 

ポギーセン • 

▽西ドイッ 






ストックホルム 

T u S EM 

25—23 

日 



▽ハンガリー 



エッセン 


スパルタカス 

46—43 

大崎電気 

T u R u •デュ 

26—25 

日 

本 

• ブタペスト 



ッセルドルフ 

スパルタカス 

37—35 

大崎電気 






▽チヱコ/ 



V f L . グン 





チェコ/ 

22—12、 

}25 大崎電気 

27—21 

日 

本 

L 47 

,25—13 ノ 

メルスバッハ 



ナショナル \ 

! 

▽アイスランド 




T J . ゴッ 

37—29 

大崎電気 

日 本 

23—15 

ベストマニ 

ドバ'ルドフ 


エル島選抜 

大崎電気 

32—27 

TJ .フホロベック 

※このほかアイスランド代表と3試合 

大崎電気 

27—17 

タトラン•プいノフ 

( 頁参照） 





大崎電気 

28—27 

スラビア•プラハ 


〔遠征メンバー〕 監督/野田清コー 
チ/律川昭，佐藤要二渉外/槁敏 
選手/ * GK 井藤英忠，矢内浩，橋本 
行弘，秋吉哲男， * FP 玉村健次，荷 
川取義浩，奥田新治，酒卷清治，立木 
浩二，田口隆，山村敏之，藤井孝一， 
山本興道，首藤信一，宮下和広，西山 


大和銀行女子（大阪）ヨ- 
ロ ッバ遠征 (1988 年4月） 
▽西ドイツ 


大和銀行 
V f L •シン 
デルフィンゲン 


27—19 

29—26 


クレーム*ハイン 

大和銀行 


J- 
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大和銀行 39—15 


TV . ガー 


デンハイム 


1988サマー.レデイスカップ 
(1988 年7月 • 4チームリーグ) 


▽オーストリア 

WAT •ヒュ 

大和銀行 24 一 20 

ンフハウス 

WAT •ヒュ 

大和銀行 24—13 

ンフハウス 

清州市庁（韓国女子）来日 
(1988 年4月) 

清州市庁 31—26 ブラザーエ業 
清州市庁 27—22 ジャスコ 

全日本男子ユーゴ遠征 
(1988 年5月） 


ボラック • 


バンヤルカ 

28—26 

日 本 

日 

本 

42—22 

ボスナ•モ 

ン ター ジヤ 

日 

本 

29—19 

RK ，プツァボ 

日 

本 

32—29 

メドベスチヤ 

ク_ザグレブ 

日 

本30( 

06—9 、 

V 14—16 ノ 

y ユーゴ. 

25 

1 ジュニア 


※このほかユーゴ代表と 1試合 （ 頁 
参照） 

〔遠征メンバー〕団長/北川勇喜監 
督/野田清コーチ/津川昭，佐藤要 
二，墒敏選手/ ^ GK 井藤英忠，矢 
内浩，橋本行弘， _ FP 西山清，高村 
誠 一， 玉村健次，荷川取義浩，奥田新 
治，立木浩二，酒卷清治，田口隆，山 
村敏之，藤井孝 一， 山本興道，藤井泉。 


スパルタカス•ブダ 

ぺ H ハンガリ-） 

35—31 

韓国体育大(韓国) 

大崎電気 

31—30 

全 

B 

本 

ブダペスト 

35—29 

全 

日 

本 

韓国体育大 

37—34 

大崎電気 

韓国体育大 

27—25 

全 

日 

本 

ブダペスト 

36—27 

大0 

^ 1 

【気 


〔順位〕①スパルカタス.ブダペスト 
②韓国体育大③大崎電気④全日本 
〔全日本メンバー〕監督/檻塚正一 
コーチ/水上 一， 佐藤章治総務/梶 
岡俊介選手/_ GK 小深田由紀子， 

村山みどり，小口明子， * FP 松尾輝 
子，松沢祐子，尾苗裕美，丸田紀子， 

赤瀬珠栄，海道元子，上村多恵子，渡 
辺佳乃子，磯山弘美，西村朋子，市来 
未央，林智恵，松函史佳，橋本美奈子， 
比嘉晴美。 

スバルタカス.ブダペスト（ハ 
ンガリー女子）来日 
(1988 年7月) 

S ，ブダペスト 26—24 日体大 

10— 14\ S •ブダ 
16—9 ノ ペスト 
(注）メンバーは前掲「サマー.レデイ 
スカップ」に同じ 

上海選抜（中国男子）来日 
(1988年7月） 

上海選抜 28—23 函館大 
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上海選抜 20—17 全函館 


A T V • バーゼルシュタット 
(スイス男女）来日 
(1988 年7月) 


▽男子 

A • バーゼル 

24—13 

中村荷役運輸 

A • バーゼル 

25—17 

トヨタ自動車 

A . バーゼル 

27—22 

京都選抜 

A • バーゼル 

29—24 

本田技研熊本 

▽女子 

JUKI 

26—16 

A • バーゼル 

ブラザー エ業 

18—16 

A • バーゼル 

京都選抜 

22—20 

A . バーゼル 

立石電機山鹿 

25—9 

A . バーゼル 


松中国民学校（韓国男子 • 小学 
生）来日 （1988 年8月） 


松中学校 

16—2 

三角東小 

松中学校 

18—2 

中央北小 

松橋中 1_ 2 年 

11—8 

松中学校 

松中学校 

29—18 

出水中学 


仁川九月国民学校（韓国女子 • 
小学生）来日 （1988 年8月） 


仁川九月学校 

18—3 

網 

津 

小 

仁川九月学校 

27—4 

豊 

野 

小 

仁川九月学校 

23—4 

舞 

鶴 

小 

仁川九月学校 

22—7 

明野東小 

仁川九月学校 

34—11 

明野西小 


三重高校選抜（男女）韓国遠征 
(1988 年8月） 


▽男子 
清州機械工高 

37—18 

三重高校選抜 

三重高校選抜 

23—21 

高麗高 

清州機械工高 

28—25 

三重高校選抜 

▽女子 
一信女高 

22—13 

三重高校選抜 

清州市庁 

34—12 

三重高校選抜 

清州市庁ジュニア 

32—12 

三重高校選抜 

一信女高 

23—14 

三重高校選抜 


東一女子高（韓国女子）来日 
(1988 年8月） 


東一女高 

41 一8 

明石市高校選抜 

東一女高 

28—13 

鈴蘭台高 

東一女高 

35—16 

鈴蘭台高 

東一女高 

28—16 

大和銀行 

筑波大女子（茨城） 

中国遠征 

(1988 牟8月） 


筑波大 

25—25 

上海女子手球隊 

筑波大 

25—21 

上海青年隊 

筑波大 

34—15 

上海建設学院大 

ジ ヤスコ 

(三重，女子）中国 

遠征 （1988 年9月） 


ジャスコ 

25—25 

天津手球隊 

天津手球隊 

25—22 

ジャスコ 

上海手球隊 

26—25 

ジャスコ 

ジャスコ 

22—17 

上海手球隊 


日新製鋇（広島，男子）中国 
遠征 （1388 年12月） 

▽第1回「五象杯国際」参加 
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日新製鋼 26—20 

( it; — 5 ' 

16—7 ‘ 


12 


北京手球選抜 
^ 港 
ナショナル 


第6回日中青少年スポーツ交流 
〜4高校遠征〜 （1988 年12月） 

▽男子 • 屋代高（長野） 


日新製鋼40( 

( 18—2 、 

{ 不パール. 

清華大 

33—20 

屋代高 

、22 — 5 ノ 

I ナショナル 

屋代高 

24—13 

北京市青年選抜 

日新製鋼37( 

，20~-10、 

^オーストラリア 

18 . 

屋代高 

24—17 

北京市第贈学 

\ 

V 17-8 ノ 

1 •ナショナル 

屋代高 

18—16 

理工学院 

日新製鐧 

35—24 

広西省選抜 

屋代高 

30—21 

天津第十八中学 

中 国 1 

( 14—13 、 

|25日新製鋼 

屋代高 

27—13 

天津青年手球隊 

、、, 27 



ナンヨナ ル ' 

V 13—12 ) 

▽女子 • 藤村女高（東京) 


日新製鐧は2位。 


北京青年隊 (I) 

33—13 

藤村女高 




北京青年隊⑴ 

18—18 

藤村女高 

兵庫高校選抜（男女）台湾遠征 

藤村女高 

15—7 

北京青年隊(瓜) 

(1988 年12月） 


理工学院 

26—11 

藤村女高 

▽男子 



藤村女高 

28—5 

天津第 41 中学 

兵庫選抜 

24—20 

稲江商職高 

天津技術師範学院 

15—13 

藤村女高 

西湖エ高 

20—19 

兵庫選抜 

▽女子_彦根商高（滋賀） 


致 用 専門校 

30—17 

兵庫選抜 

彦根商高 

21 — 15 

北京市第200中学 

兵庫選抜 

24—17 

台中師範学院 

宜武地選抜 

12—12 

彦根商高 

高雄新興 OB 

34—27 

兵庫選抜 

北京青年隊 ( n ) 

30—19 

彦根商高 

高雄商高 

27—14 

兵庫選抜 

天津技麵範学院 

22—16 

彦根商高 

▽女子 



彦根商高 

18—16 

理工学院 

稲江護家戰技校 

22—17 

兵庫選抜 

彦根商高 

26—3 

天津第41中学 

兵庫選抜 

26—3 

十信エ商選抜 

▽女子•佐賀関高（大分） 


高雄高級商職工 

24—11 

兵庫選抜 

北京青年隊 (I) 

31—21 

佐賀関高 

小港国民中学 

21—17 

兵庫選抜 

佐賀関高 

23—17 

北京青年隊 ( n ) 

兵庫選抜 

14—13 

小港国民中学 

北京青年隊(瓜） 

29—22 

佐賀関高 

兵庫選抜 

13—7 

忠明国民中学 

佐賀関高 

41—3 

天津第41中学 




天津撕師乾学院 

24—20 

佐賀関高 


和洋女大国府台高（千葉）韓国 
遠征 （1988 年10月） 

試合記録未報告 


大崎電気男子（埼玉）ヨーロッパ 
遠征 （1989 年1月） 

▽西ドイツ（第8回ニーダザクセン国 
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際ヵップ参加） 

ブラマック•ベス 

ムレム(ハンガリ-） 

32—25 

大崎電気 

ミナウ-ル•バイ 7 
.メア(ル-マニア） 

32—22 

大崎電気 

チェスカ•モ 

スクワ（ソ連） 

34—33 

大崎電気 

V f L •ハメ 

ルン（西独） 

27—16 

大崎電気 

※大崎電気は5位 

•同 （ブロー レル.カッ 

プ参加） 

OSC •ライ 

ンハウゼン 

18—12 

大崎電気 

T u S EM 

• エッセン 

23—19 

大崎電気 

U • 73 • B 

ザルツフレン 

20—19 

大崎電気 

※大崎電気は4位 


• 親善試合 



A •フレンツブルグ 

22—17 

大崎電気 

大崎電気 

▽ハンガリー 

25—25 

HSG •ハルテルン 

大崎電気 

27—22 

ぺミュ-ソリマ-ル 

ブラマック 

• ベスブレム 

42—28 

大崎電気 

大崎電気 

33—24 

S C •セン 

レンドウレ 


東京女子体育大（東京）韓国遠征 
(1989 年1月) 

韓国体大 33—21 東女体大 

韓国体大 37—22 東女体大 

韓国体大 32—28 東女体大 


韓国体大 20—15 東女体大 
韓国体大 38—20 東女体大 

大同特殊謂(愛知 • 男子） 

韓国遠征 （1989 年2月） 

試合結果未報告 


全日本女子ジュニア韓国遠征 
(1989 年3月） 


東一女高 

34—30 

全日本女子 J 

全日本女子 •！ 

29—26 

東一女高 

韓国体大 

34—14 

全日本女子 J 

貞信女高 

25—15 

全日本女子 J 

全日本女子 J 

29—29 

昌文女高 

昌文女高 

27—24 

全日本女子 J 

全日本女子 J 

23—15 

昌文女高 

韓国体大 

30—16 

全日本女子 J 

徽慶女高 

30—28 

全日本女子 J 

▽練習試合 

全日本女子 J 

10—6 

貞信女高 


〔遠征メンバー〕 監督/山崎武コー 
チ/土井秀和田中守選手/_ G K 
千葉輝美，岩井千代子，小松崎浩子， 

- F P 稲田千鶴，西村聖子，生方みゆ 
き，佐藤優子，斉藤八千代，飯塚景子, 
森里美，柳内千秋，日比野雅子，後藤 
真智江，甲斐三紀子，竹吉由江，高浪 
栄江，野村由加里，比嘉恵美子，山本 
真理，上田寿磨子，西田由紀子。 

♦日本協会代表チーム以外の試合記録 
は「日本協会単独国際交流規程」に基 
づいて報告されたものを主体に掲載。 
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全日本男子 

公式国際試合 

(1988 年4月〜1989年3月) 


• 〇内数字は公式国際試合通算回数 
㉚ 1988年4月4日（ウェストマン島） 


アイ 
ラン 



11—8 

14—13 


)21 日 


本 


GK / 矢内，井藤，橋本， FP / 山 
村3,玉村6，高村1，立木2,宮下 
4,田口隆0，首藤4,奥田1，藤井 
泉〇,山本興〇,荷川取0。 


@)88 年4月5日（レイキャビク） 

アイス / 14—13 \ 

29( 25 日 

ランド \ l 5— 12 ノ 


本 


GK /, 井藤，橋本， FP / 玉村7, 
高村2,立木3,田口 0,宮下3,奥 
田2,藤井3,山村3,首藤2，山本 
0,荷川取〇,酒巻0。 


⑮88年4月6日（レイキャビク） 
/12— 10\ ァイ 

日 本17 ( 17 

V 5—7 ノ ラン 


ス 

K 


GK / 橋本，井藤， FP /玉村し 
高村2,立木0,田口 0,宮下3，奥 
田0,藤井 2 V 山村4,首藤2，山本 
2,荷川取1，酒巻0。 


㉘ 88年4月30日（代々木第一）=88国 


際 スポーツフェア 


ア 

ラ 



11 — 12 \ 
13—11 / 


23 0 


本 


GK / 矢内，井藤，橋本， FP / 玉 
村2,高村1，立木2,田口 0,宮下 
9,奥田1,藤井4,山村0，首藤2, 
山本 0, 西山 2, 荷川取 0。 


㉚ 88年5月2日（代々木第一）=88国 
際 スポーツフェア 


日 


本22 


U — ァィ 
11—12 ノ ラン 


ス 

K 


GK / 井藤，矢内，橋本， FP / 玉 
村2,西山2，高村1,立木5，田口 
〇,宮下3,奥田4,藤井2，山本ざ, 


首藤0,酒巻〇,荷川取〇〇 


@88 年 5月4日 （名古屋) 



GK / 秋吉，井藤，橋本， FP / 西 
山〇,藤井泉2,藤井孝0,宮下3, 
玉村〇,高村2,立木3，田口1,首 
藤4，山村1,荷川取0,酒巻2。 


㉘ 88 年 5 月 5 日（大阪) 


日 


本 19 


13 — 7 ) 19 ァィ 
6— 12 / ラン 


ス 

ド 


GK / 井藤，矢内，橋本， FP / 宮 
下2，玉村8,首藤1,山本3,高村 
0,立木0 ,田口 0，奥田2 ,藤井泉 
3,山村0,酒巻0,荷川取0。 
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⑱ 88 年 5 月 21 日（サラエボ） 

/17— 12\ + 

ユーゴ33 26日 本 

\ 16— 14 ノ 

GK / 井藤，矢内， FP /西山〇， 

山本2,玉村7,荷川取0,藤井泉2, 
首藤4,立木4,藤井孝1，宮下6, 

酒巻0。 


⑩ 88年5月26日 （スコピエ）=第 28回 
ユーゴトロフイ 


ポー 
ンド 



14— 10、 
14—16 / 


26日 


本 


GK / 井藤，矢内，橋本， FP / 山 
本4，玉村8，首藤2，荷川取0,立 
木4，田口1，宮下5，奥田1，藤井 
泉0，山村0,藤井孝1。 


@)88 年 5月27日 （スコピエ）二第 28回 


ユーゴトロフイ 

日 本21( 


13—7 \ 
8— 14 ノ 


21ユー 


ゴ 


GK / 矢内，橋本，井藤， FP / 立 
木3,宮下5，藤井孝1,山村1,山 
本3,玉村5,荷川取2，首藤0，田 
口 0 ,藤井泉1。 


㉚ 88年5月28日 （スコピエ）=第 28回 

ユーゴトロフイ 


ソ 


連32 


14—9 

18—6 


)15 日 


本 


GK / 橋本,井藤，矢内， FP / 山 
本0,玉村4,荷川取0,首藤1,高 
村0,立木3,田口1,宮下3,奥田 


0，藤井泉1,山村2。 


@)88 年 5月29日 （スコピエ）=第 28回 

ユーゴトロフイ 


ス 


ヴ 



9 — 7 \ 
10 — 11 / 


18日 


本 


GK / 井藤，矢内，橋本， FP / 玉 
村5,宮下4,山村2,山本2,荷川 
取0，首藤〇,高村〇，立木2,田口 
0,奥田1,藤井泉2。 


©88 年7月2日（千葉） 

/ 15—14 \ .一 

ユーゴ28 25日 本 

V 13— 11 ノ 

GK / 井藤，矢内，橋本， FP / 西 
山0,玉村6,山本0，荷川取0,宮 
下7,首藤0,藤井泉5,高村5,立 
木1,田口 0，山村1,奥田〇。 

(注)井藤は公武国際戦出場1〇〇回（通 
算2人目， GK としては初） 

立木は公式国際戦出場50回（通算22 
人目） 


@88年7月3日（東京青山） 

/ II — 9 \ ^ 

ユーゴ25 20日 本 

\ 14— 11 ノ 

GK / 矢内，井藤，橋本， FP / 西 
山2，山村0，山本〇,奥田1,玉村 
8,宮下3,荷川取0,田口1,立木 
3,首藤2,藤井0,高村〇。 


@88年7月6日（岐阜) 
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、/ 14—12 \ 

ユーゴ30 25日 本 

V 16— 13 ノ 

GK / 橋本，井藤，矢内， FP / 西 
山3,山本2,玉村5，.荷川取0,首 
藤2 ,藤井0 ,高村1,立木3，田口 
2,宮下4,奥田0，山村3。 

(注）田口は公式国際戦出場50回（通算 
23人目) 


⑱88年7月7日（名古屋枇杷島） 

/ 14—13 \ 

日 本25 21ユーゴ 

Vll—8 ノ 

GK / 橋本，井藤，矢内， FP / 山 
村4,奥田0,宮下2，田口 0，立木 
2,高村3,藤井2，首藤0,荷川取 
0,玉村7,山本1，西山4。 

(注)宮下は公式国際戦出場50回（通算 
24人目) 


⑱ 88 年 9 月 13 日（大崎電気埼玉) 


ス 


ウ 

デ 



14—10 

16—13 


)23 日 


本 


GK / 橋本，矢内，井藤， FP / 宮 
下7,山本3,首藤2,西山3,玉村 
3,荷川取0,藤井0,高村0,立木 
1,田口 0,奥田1，山村3。 

(注)奥田は公式国際戦出場50回（通算 


GK / 井藤，矢内， FP /藤井泉〇, 
宮下6,西山1，首藤0,立木1,田 
口 〇,高村2,玉村3,山本3,山村 
2〇 

@)88 年9月22日（スーウオン）=ソウ 
ル•オリンピック 

, ( 13—5 \ 

スペイン25 19日 本 

V 12— 14 ノ 

GK / 井藤，橋本， FP / 山村6, 
宮下4,立木4,西山2,首藤1,玉 
村1,山本1，奥田0，田口 0,高村 
〇〇 

(注)首藤は公式国際戦出場50回（通算 
26人目) 


@88年9月24日（スーウオン）=ソウ 
ル.オリンピック 



ガ 


22 


10^11 

12—8 


)19 日 


本 


GK / 矢内，井藤， FP /藤井〇, 
荷川取0,玉村13,山村3,山本0, 
宮下2,首藤1，立木0，田口 0，高 
村〇〇 


@>88 年 9 月 26 日（スーウオン）=ソウ 
ル • オリンピック 


25人目） 


㉘ 88年9月20日 （スーウオン）=ソウ 
ル•オリンピック 


東ドイツ25 


14—10 \ 
11—8 / 


18日 


本 


韓 _U—J 24 日 本 

GK / 矢内，井藤， FP / 宮下4, 
玉村2,藤井3,西山1,首藤3,立 
木0,田口1,高村3,山本0,山村 
7〇 


各 
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㉙ 88 年 9 月 28 日（スーウオン）=ソウ 
ル • オリンピック 

/13— 7 \ 

チェコ21 17日 本 

V 8-10/ 

GK / 橋本，井藤， FP / 山村5, 
玉村5,藤井2,首藤2,立木2,高 
村1,宮下0,荷川取0，奥田0,田 
□ 0。 

@)88 年9月30日（スーウオン）ニソウ 
ル•オリンピック11位決定戦 
/ 8一11 \ 

日 本24 21アメリカ 

い6—10 ノ 

GK / 井藤，矢内， FP /藤井し 
宫下0，西山0,首藤2，立木2,田 
口 0，高村4，玉村10,山本0，山村 
5〇 

(注)玉村は公式国際戦出場50回（通算 
27人目） 

♦全日本男子の公式国際試合通算成績 
は255戦105勝13分137敗。 

1988年度内は23戦3勝3分17敗。 

♦ 「全日本女子」は1988年4月〜1989 
年3月に公式国際試合は0。現在まで 
の通算成績は120戦39勝5分76敗。 
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男子ナショナルプレーヤー公式国際試合出場回数ベスト 30 (女子べスト 2 〇) 


〜1989年3月31日現在〜 


ひろ子 

40試合 

夏枝 

40 

重子 

37 

ちえみ 

36 

奈々美 

34 

英子 

33 

恵美子 

32 

照美 

32 

仁美 

32 

祥子 ( GK ) 

31 

和子 

30 

登茂子 ( GK ) 

29 

豊子 ( GK ) 

28 

栄子 

28 

美起子 

27 

文光子 ( GK ) 

27 

美保子 

25 

典子（故人） 

23 

典子 

23 

夕起子 

22 


132試合 
110 
98 
91 
87 
80 
77 
74 
73 
71 
70 
68 
67 
64 
64 
60 
58 
57 
57 
57 
57 
56 
56 
54 
54 
52 
50 
48 
47 
47 


(GK 


(GK)(GK)(GK)(GK 
三二実彦司昭広洋二隆ニニ郎広人三博一治次夫浩泉 


明忠清司弘明 

一 

晴英 孝良満誠武伸 豊幸 孝 浩 要憲将和秀健 信新健靖 

生藤山上賀本村井本野積藤川畑田木口藤中藤下井 輪藤田村駒内井 

子蒲井西池志中高中山木穂斉津大本立田佐藤斉宮馮 ) M 花陏溴玉姓次藤 
男①②@④ © ⑥⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬⑭⑭⑬⑫⑬⑬⑬⑬@1 ㉓㉔㉔㉘@㉘㉙㉙ 


原田田嶋野村下田下田岸部生田藤村積 田藤 
>佐 

子古島前野紀岩山藏松和山矢葛河加井穂西薮武 
女 ①①③④⑤⑥⑦⑦⑦⑩⑪⑫⑬⑬⑮⑮⑫⑬⑬㉚ 
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ナショナルチーム • 国別対戦成績 （1 989年3月 3 1日現在) 


【女子】 

試 

韓国 

12 

西ドイツ 

10 

フランス 

9 

中国 

8 

東ドイツ 

8 

アメリカ 

8 

台湾 

7 

チ X コ 

7 

デンマーク 

7 

ルー マニア 

6 

ハンガリー 

6 

ノルウェー 

5 

ユーゴ 

4 

ボー ランド 

4 

オランダ 

4 

ブルガリア 

3 

チュニジア 

3 

ソ連 

3 

イスラエル 

2 

オーストリア 

2 

カナダ 

1 

コンゴ 

1 

計 

120 

【男子 11 人制】 

試 

西ドイツ 

2 

イスラエル 

1 

計 

3 


勝 

〇 

1 


(注)女子11人制はナシ 


【男子】 

中国 

ユーゴ 

韓国 

アイスランド 

イスラエル 

フランス 

西ドイツ 

ソ連 

東ドイツ. 

アメリカ 

スウェーデン 

スウェーデン 

台湾 

クウェート 

ルーマニア 

ハンガリー 

ノルウェー 

ボー ランド 

スペイン 

チヱコ 

オーストリァ 
デンマーク 
アルジェリア 
フインランド 
イタリァ 
サウジアラビア 
スイス 
パレスチナ 
オランダ 
カナダ 
ャューバ 
ボルトガル 
ブルガリア 
ァラブ首長国連邦 
べルギー 
インド 
カタール 
チュニジア 
ホンコン 
バーレーン 
ヨルダン 

朝鮮民主主義人民共和 
国 

ェジプト 
コンゴ 
ガルフ 
イラン 
ブラジル 
シリア 

計 


fto - 715810766634322030200 
分0121000000010000000000 


負2 〇 
分〇 〇 


負7168614101010388017546642422303000101000020000 10000 0 
兮320221000100000100010000000000000000000000 000000 
勝0211475000611870130003042130322121222202111 011111 
^020920000101099887776655444433322222222222111 
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〔編集後記〕 

「イヤーブック」の2号目である。 
“創刊”の昨年は，おかげさまで好評。 
改めて球技の記録の大切さをアピール 
することにもなった。 

きっかけになったのは，日本協会50 
周年記念事業の「日本 ノ.ヽン ドボール 
史」刊行だが，この大作も，在庫が残 
り少なくなっており，おそらく，今年 
内で頒布は打ち切られることになりそ 
〇〇 

多くの愛好者が，それぞれ身近な事 
業を整理して保存しようという姿勢を 
示されるようになったのは嬉しい話で 
ある。 

といっても，まだまだ，日本協会へ 
の報告は完全とはいえない。 

今回も，報道関係の協力を得なけれ 
ばならなかった。全国大会でさえ記録 
が届けられていないものがあるのだか 
ら驚く。 

40回目を迎えた全日本総合選手権を 
記念して，歴代の決勝戦レフヱリーを 
収録しようとしたが，ごらんのように， 


かなりの部分を埋められずに終わって 
いる。 

ズバリ申し上げれば，最高権威のこ 
の大会でさえ，日本協会そのものには， 
満足なかたちで，記録が整えられえい 
ないのだ。 

このレフェリー•リストも，読者の 
協力を得て，次年度には空白を無くし 
たい。ぜひ，資料をお寄せ下さい。 

発行期日については，いわゆる機関 
誌購読年度の終了する7月がよいのか， 
競技年度が閉幕した直後の5月あたり 
がよいのか。ご意見を伺いたいが'，次 
年度は5月末刊行をとりあえず目標に 
置いてみたい。 

◊編集企画 • 荒川清美（日本協会副会 
長） 

◊編集担当理事 • 川上整司 

◊編集 • 鴨門義夫（日本協会広報委員 

会委員） 

◊協力.「日本 ハン ドボール史」元編 
集委員会（入江信太郎，新井節男，藤 
本強，岡村昭二，村田弘，水上一，嶋 
田新太郎，杉山茂，滝口三郎，外山准 
二） 


1988 JAPAN HANDBALL YEARBOOK 
(昭和 63 年度日本ハンドボール年鑑） 


1989年8月31日発行 

発行者 

発行 

安藤純光 

財団法人日本ハンドボール協会 


東京都渋谷区 神 南 1-1 岸記念体育館 内 

T E L 03-481-2361 
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桜田淳子は、東洋証券が、 
好きに なつちやつた みたいで 




1 Q 万円がら始める、あかるい財テク 


中債フア VK 


公社砭投筲信託*追加型 ( S 5£-3 Ef !3^ H ®. i 5 E ) 


脚東洋証券 


13奶3«中央区日本話：03(£7む(]?13 
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■至京，大厫*広苗 LLMS 
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